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今週のキーワード

ナノ応用加速
医療・環境・エネルギーで実用化進む

27
件

記事数

7
カ国

対象国

95
%

プラ除去

12.5
Ω·cm

CNT抵抗

今週の全27記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 磁気ナノ粒子がん治療 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
磁気誘導ナノ粒子で固形腫瘍を標的治療し、副作用を
抑制しつつ治療効果を向上させる技術が開発された。

#02 水産養殖ナノ応用 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
ナノ粒子技術が水産養殖における薬剤・ワクチン送達
、疾病診断、水質改善に有望な可能性を持つと報告。

#03 Pt/Mo2Cナノ触媒 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

○
Pt/Mo2Cナノ触媒が水素発生反応で低過電圧を達成し
、高価な貴金属使用量を削減し効率化に貢献。

#04 磁気ナノプラ除去 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●
RMITが95%以上のマイクロ・ナノプラスチックを1
時間で除去可能な再利用可能な磁気ナノ材料を開発。

#06 AAVナノキャリア 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

AAVキャプシドを用いた新規ナノキャリアが金ナノ粒
子や量子ドットの標的送達を実証し、DDS課題を克服
。

#07 CNT NMPスラリー 製品紹介
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●●

●

Kintek Solutionが次世代バッテリー向けCNT NMPス
ラリーで低シート抵抗と優れたレオロジー安定性を実
現。

#08 再利用可能滅菌ナノ材 学術論文
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○
再利用可能な磁性ナノ材料が汚染された牛乳と水を数
分で100%滅菌し、公衆衛生に貢献する可能性。

#09 高活性LNP環状RNA 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●

名古屋大学と富士フイルムが環状RNAを10倍高活性化
する新規LNPを開発、mRNA治療の持続性向上に貢献
。

#10 移植寛容ナノシステム 解説記事
●●●○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
ナノ材料による移植寛容誘導システムがレビューされ
、PLGAとLNPが鍵となることが強調された。

#11 グラフェン商用拡大 企業戦略
●●○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

First Grapheneがグラフェン複合材料の建設・鉱業・
海洋・電子機器分野での商業利用を拡大、英国でセメ
ント2万トン使用。

#12 グラフェン複合材評価 解説記事
●●○○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
米国ACMAがグラフェン複合材の真の可能性を評価し
、FRP性能を大幅改善する可能性を指摘。

#13 AI-LNP設計 解説記事
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

AIと機械学習が脂質ナノ粒子（LNP）製剤の設計とス
クリーニングを加速し、高度な薬剤送達システム開発
を推進。

#14
ポリマーナノ粒子レビ
ュー

解説記事
●●○○

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○
Nanbiosisがポリマーナノ粒子の特性、合成、バイオ
メディカル応用に関する包括レビューを公開。

#15
コレステロールLNP治
療

学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
PCSK9遺伝子を標的とするLNP遺伝子治療がコレステ
ロールを20%以上低減し、心血管疾患治療に期待。

#16
光化学LNP脂質ライブ
ラリ

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
光化学ベースの新規脂質ライブラリ（PILL）がmRNA
-LNP送達を大幅改善し、高効率・低毒性を実現。
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# 記事タイトル 種別 技術
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インパクト
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日本
関連度 一行サマリ

#17
脳腫瘍ダブルパンチ療
法

学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○

スマートナノ粒子が脳腫瘍を蛍光標識し、外科手術で
取り残した病変を破壊する「ダブルパンチ」療法を開
発。

#18 bioRxivナノ論文 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○

bioRxivが2026年8月のナノテクノロジー関連プレプ
リント論文アーカイブを公開、基礎研究の進展を示す
。

#19 細菌-ナノ粒子界面解析 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○

シクロトロンNano-FTIRにより細菌-ナノ粒子界面で
の炭水化物依存性タンパク質構造変化を解明、DDSに
示唆。

#20 軟骨再生ハイドロゲル 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

機械圧電性F-ペプチドハイドロゲルが幹細胞・免疫ニ
ッチをin
situ変調し、軟骨再生を促進する新手法を開拓。

#21 マーキン教授講演 市場概観
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○

チャド・マーキン教授がACS Fall 2026でナノサイエ
ンスの一般化学を講演し、研究の産業応用への移行を
強調。

#22 NanoEnergy論文集 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○

NanoEnergyが2026年主要科学誌に掲載されたナノ材
料・エネルギー論文をハイライト、高効率デバイス開
発を加速。

#23 2Dヘテロ構造特性調整 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○

アルゴンヌ国立研究所が2Dヘテロ構造のトポロジカル
特性を界面電荷移動で調整するブレークスルーを発表
。

#24 NanoX 2026会議 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○

Peers Alley Mediaが2026年10月にアムステルダムで
「第6回先端ナノテクノロジー・ナノ材料に関するグ
ローバル会議」を開催。

#25
QUANTUM
INNOVATION

市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

●

「QUANTUM INNOVATION 2026」が12月にWINC
AICHIで開催決定、量子コンピューティングからセン
シングまで網羅。

#26 アルゴンヌ論文公開 市場概観
●○○○

○
●○○○

○
●●○○

○
●●○○

○
●●○○

○

アルゴンヌ国立研究所が2026年発表論文を公開、欠
陥工学・ナノ結晶・MXene等でナノ材料科学の進展を
示す。

#27 神経芽腫MYCN増幅 学術論文
●●●●

○
●○○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

bioRxivが神経芽腫MYCN増幅の形態学的フットプリン
トとATMシグナル伝達を組織化するメカニズムに関す
る新論文を公開。

#28 グラフェン投資・買収 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○

Argo Grapheneがグラフェン精製施設に100万ドル増
資、First GrapheneはMITO
Materialsを買収し機能化グラフェン市場へ。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ 自社の材料・部品は、ナノテクノロジーによる「環境浄化」の波に乗れるか？
RMITの磁気ナノ材料（#04）やAZoNanoの滅菌ナノ材料（#08）は、水中のマイクロプラスチックを95%以上除去し、
水や牛乳を数分で100%滅菌する。再利用可能で低コストなこれらの技術は、日本の水処理・環境・食品産業に大きな機
会をもたらす。既存のフィルターや滅菌技術を持つ企業は、このナノ材料への転換に対応できるか、あるいは連携を模索
すべきか。

❷ 次世代バッテリー材料の競争優位性を維持できるか？海外のCNTスラリー技術が迫る。
Kintek SolutionのCNT NMPスラリー（#07）は、12.5 Ω·cmの低シート抵抗と優れたレオロジー安定性を実現し、LFP
やNCMなど多様な正極材料に統合可能。EV市場の拡大に伴い、高性能バッテリー材料の需要は高まる一方だ。日本の材料
メーカーは、このような海外の先進的な導電助剤技術に対し、どのような競争戦略を構築すべきか。自社製品の差別化、
あるいは提携による技術導入を検討する必要がある。

❸ 日本発のmRNA-LNP技術は、次世代医療のゲームチェンジャーとなるか？
名古屋大学と富士フイルムが開発したFL0445-LNP（#09）は、環状RNAの活性を10倍高め、炎症反応を抑制する。これ
は、がんワクチンやGLP-1治療薬など、持続性の高いmRNA治療薬開発に革命をもたらす可能性を秘めている。日本の製
薬・バイオ企業は、この国産技術を最大限に活用し、グローバル市場でのリーダーシップを確立するための具体的な戦略
を策定できているか。

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

水質浄化 電池材料

mRNA治療 水素製造

食品衛生 グラフェン

脳腫瘍DDS
AI創薬

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 水質浄化 機会大 新規水処理市場参入 既存技術の陳腐化

● 電池材料 注意 高性能電池開発 海外勢に競争力劣後

● mRNA治療 機会大 国産LNP技術確立 —

● 水素製造 注意 低コスト水素製造 貴金属依存脱却遅れ
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● 食品衛生 機会大 新規滅菌技術導入 —

● グラフェン 注意 新規複合材市場 海外勢に先行される

● 脳腫瘍DDS 機会大 精密医療参入 —

● AI創薬 注意 開発効率化 AI活用遅れ
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深掘り ① ― 磁気ナノ材料による水質浄化のブレークスルー
#04 | 2026/08/20 | RMIT Breakthrough! (Facebook) | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

RMITの研究チームが、水中のマイクロプラスチックとナノプラスチックをわずか1時間で95%以上除去できる画期的な
磁気ナノ材料を開発しました。この材料はプラスチック粒子に結合後、磁場によって水から容易に分離・回収でき、さ
らに再利用が可能であるため、処理コストと環境負荷の低減に貢献します。

この技術は、家庭用浄水フィルターから大規模な産業廃水処理施設まで幅広い応用が期待されており、世界の深刻なプ
ラスチック汚染問題に対する効果的かつ持続可能なソリューションとして注目されています。循環型経済の原則に沿っ
た水処理システムの実現に大きく貢献する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

【機会】日本の水処理技術は世界トップクラスですが、マイクロ・ナノプラスチック除去は新たな課題
です。この磁気ナノ材料は、既存のろ過技術を補完・代替する可能性があり、日本の水処理メーカーや
素材メーカーにとって新規市場参入の大きな機会となります。特に、再利用可能な点はコスト面で優位
性があります。数値の95%除去は非常に高いですが、実環境での多様なプラスチック種や共存物質の影
響、ナノ材料自体の環境放出リスクなど、実用化にはさらなる検証が必要です。【脅威】もしこの技術
が海外で先行して標準化されれば、日本の既存水処理技術が陳腐化するリスクがあります。早急に技術
提携や共同開発を検討し、国内での実証実験を進めるべきです。

深掘り ② ― 次世代バッテリー向けCNTスラリーの高性能化
#07 | 2026/08/28 | Kintek Solution | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●○ 日本関連度●●●●●

Kintek Solutionは、高エネルギー密度リチウムイオン電池およびスーパーキャパシタ向けに、高純度カーボンナノチュ
ーブ（CNT）NMPスラリー導電ペーストを開発しました。この製品は、電極内で連続的な三次元パーコレーションネッ
トワークを形成し、電子輸送を大幅に加速させ、充放電サイクル中の構造完全性を維持します。

特に、12.5 Ω·cmという低いシート抵抗と優れたレオロジー安定性を実現し、LFPやNCMなど多様な正極材料にシーム
レスに統合可能です。これにより、バッテリーの充電速度と高出力性能が大幅に改善され、高エネルギー密度と長寿命
を両立する次世代バッテリー開発に不可欠な材料となります。

▶ 技術者の視点

【機会】EV市場の急成長に伴い、高性能バッテリー材料の需要は爆発的に増加しています。本CNTスラ
リーは、既存の導電助剤と比較して優れた性能を示しており、日本の電池材料メーカーやOEMにとって
、バッテリー性能向上とコスト削減の両面で大きな機会を提供します。特に、低シート抵抗とレオロジ
ー安定性は、電極製造プロセスにおける歩留まり向上にも寄与するでしょう。数値の12.5 Ω·cmは非常
に競争力があります。【脅威】海外企業がこのような高性能CNTスラリーを先行して市場投入すること
で、日本のバッテリーサプライチェーンにおける競争力が低下する可能性があります。特に、中国企業
がこの分野で急速に技術力を高めている点は警戒すべきです。サンプル評価を急ぎ、自社技術との比較
、あるいは共同開発や調達先の多様化を検討する必要があります。
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深掘り ③ ― 日本発！mRNA治療を革新する高活性LNP技術
#09 | 2026/08/20 | Clinical Lab | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○
データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●●●

名古屋大学と富士フイルムが共同で、環状RNA（cirRNA）の細胞内送達を担う新規脂質ナノ粒子（LNP）「FL0445-L
NP」を開発しました。このシステムは、分岐型生分解性脂質鎖を用いることで、従来のLNPと比較してmRNA活性を1
0倍向上させ、かつ炎症反応を無視できるレベルに抑えることに成功しています。

この成果は、mRNAの不安定性や免疫原性といった課題を克服し、がんワクチンやGLP-1治療薬を含む、より持続性の
高いmRNAベースの治療薬開発への道を開きます。日本発のこの技術は、次世代mRNA治療薬の有効性と安全性を飛躍
的に高める可能性を秘めており、精密医療の実現に貢献すると期待されます。

▶ 技術者の視点

【機会】mRNA治療薬はCOVID-19ワクチンでその有効性が示されましたが、安定性や免疫原性が課題
でした。本LNPは、mRNA活性を10倍向上させつつ炎症を抑制するという画期的な成果であり、日本の
製薬・バイオ企業にとって、次世代mRNA治療薬開発における強力な競争優位性をもたらします。特に
、環状RNAとの組み合わせは持続性を高める点で非常に有望です。数値の10倍活性化は非常にインパク
トが大きいです。前臨床段階ですが、臨床応用への期待は高いです。【脅威】この技術を迅速に臨床開
発に繋げ、グローバル市場で主導権を握れるかどうかが鍵です。海外の巨大製薬企業が同様の研究を進
めているため、開発スピードと資金投入が重要になります。日本企業は、この技術を基盤とした新薬開
発に積極的に投資し、国際的なパートナーシップを構築すべきです。

その他の注目記事
光化学LNP脂質ライブラリ（Journal of the American Chemical Society）
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

光化学ベースの新規脂質ライブラリ（PILL）がmRNA-LNP送達を大幅改善。日本企業はLNP設計の効率化にこのアプロ
ーチを検討すべき。

Pt/Mo2Cナノ触媒、HER酸性/アルカリ媒質で低過電圧（ACS Applied Nano Materials）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

高価な白金使用量を抑えつつ高効率な水素発生触媒を実現。日本の燃料電池・水素製造産業にとってコスト削減と効率
化の鍵となる。

再利用可能なナノ材料、汚染された牛乳と水を数分で100%滅菌（AZoNano）
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●●○○ 市場インパクト●●●●●

再利用可能で迅速な滅菌技術は、公衆衛生と食品安全保障に革命をもたらす。日本の環境・食品関連企業は注目すべき
。

スマートナノ粒子が脳腫瘍を蛍光標識し外科手術で取り残した病変を破壊する新たな「ダブルパンチ」療法（ScienceDaily）
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●●

診断と治療を統合したナノザイムプラットフォームは脳腫瘍治療に革新をもたらす。日本の医療機器・製薬企業は早期
の連携を検討すべき。

First Graphene、グラフェン複合材料で建設・鉱業・海洋・電子機器分野の商業利用を拡大（Graphene-info.com）
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●● 市場インパクト●●●●○

グラフェンが実験室から実用化段階へ移行し、多分野で商業利用を拡大。日本の素材メーカーはグラフェン複合材料の
導入を加速すべき。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【R&D;】LNP技術動向調査：名古屋大・富士フイルム（#09）、JACS（#16）、AI-LNP（#13）など、LNP
の高性能化・標的化技術の最新動向をR&D;部門が即時調査し、自社技術との比較分析を開始。

• 【調達/R&D;】CNTスラリー評価：Kintek Solution（#07）のCNT
NMPスラリーのサンプル調達可能性を検討し、既存バッテリー材料との性能比較評価を開始。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画/R&D;】環境技術連携検討：RMIT（#04）のマイクロプラ除去技術やAZoNano（#08）の滅菌技
術について、国内の水処理・環境関連企業との連携可能性を検討。

• 【R&D;】水素製造触媒の評価：Pt/Mo2Cナノ触媒（#03）の技術詳細を深掘りし、貴金属使用量削減と効率向
上に関する自社研究テーマへの応用可能性を検討。

• 【R&D;/事業開発】グラフェン応用戦略見直し：First Graphene（#11,
#28）の商業化動向を踏まえ、自社のグラフェン複合材料開発・市場投入戦略を見直す。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;/経営企画】量子技術・AI創薬への投資戦略：アルゴンヌ（#23, #26）、QUANTUM INNOVATION（
#25）、AI-LNP（#13）など、量子デバイスやAIを活用した材料設計・創薬分野への長期的な研究開発投資戦略
を策定。

• 【R&D;/医療機器】ナノメディシン応用研究：磁気誘導ナノ粒子（#01）、AAVナノキャリア（#06）、脳腫
瘍治療（#17）など、診断・治療統合型ナノメディシンの基礎研究から応用研究への移行を加速。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-08-30
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収録記事一覧

#01 アップステートがんセンター、磁気誘導ナノ粒子で固形腫瘍の副作用を抑制しつつ治療効果を向
上

#02 ナノ粒子技術、水産養殖における薬剤・ワクチン送達、疾病診断、水質改善で有望な可能性

#03 ACS Applied Nano MaterialsがPt/Mo2Cナノ触媒を発表、HER酸性媒質で47mV、アルカリ媒
質で228mVの低過電圧を達成

#04 RMITが95%以上のマイクロ・ナノプラスチックを除去する磁気ナノ材料を開発、1時間で浄水可
能

#06 AAVキャプシドを用いたナノキャリア開発、金ナノ粒子や量子ドットの標的送達を実証

#07 Kintek Solution、次世代バッテリー向けCNT NMPスラリーで12.5 Ω·cmの低シート抵抗と優れ

たレオロジー安定性を実現

#08 AZoNanoが発表：再利用可能なナノ材料、汚染された牛乳と水を数分で100%滅菌

#09 名古屋大学と富士フイルム、環状RNAを10倍高活性化するFL0445-LNPを開発、mRNA治療の持
続性向上に貢献

#10 Frontiers in Immunologyがレビュー：ナノ材料による移植寛容誘導システム、PLGAとLNPが

鍵

#11 First Graphene、グラフェン複合材料で建設・鉱業・海洋・電子機器分野の商業利用を拡大：英
国でセメント2万トン使用

#12 米国ACMAがグラフェン複合材の真の可能性を評価、FRP性能を大幅改善へ

#13 Frontiers in がAIと機械学習によるLNP設計を特集、高度な薬剤送達システムの開発加速へ

#14 Nanbiosisが包括レビュー：ポリマーナノ粒子の特性、合成、バイオメディカル応用を詳解

#15 シンガポール国立大学と天津医科大学が共同開発、PCSK9遺伝子を標的としコレステロールを
20%以上低減するLNP遺伝子治療

#16 Journal of the American Chemical Society、光化学ベースの新規脂質ライブラリでmRNA-
LNP送達を大幅改善

#17 スマートナノ粒子が脳腫瘍を蛍光標識し外科手術で取り残した病変を破壊する新たな「ダブルパ

ンチ」療法を開発

#18 bioRxivが2026年8月のナノテクノロジー関連プレプリント論文アーカイブを公開、生物物理
学・ナノ結晶構造解析等が進展

#19 シクロトロンNano-FTIRにより細菌-ナノ粒子界面での炭水化物依存性タンパク質構造変化を解
明、バイオイメージング・DDSへの示唆



#20 軟骨再生を促進する機械圧電性F-ペプチドハイドロゲルが幹細胞・免疫ニッチをin situ変調する
新手法を開拓

#21 チャド・マーキン教授がACS Fall 2026でナノサイエンスの一般化学を講演、研究の産業応用へ

の移行を強調

#22 NanoEnergyが2026年主要科学誌に掲載されたナノ材料・エネルギー論文をハイライト、高効率
デバイス開発を加速

#23 アルゴンヌ国立研究所が2Dヘテロ構造のトポロジカル特性を界面電荷移動で調整するブレークス
ルーを発表

#24 Peers Alley Mediaが2026年10月にアムステルダムで「第6回先端ナノテクノロジー・ナノ材料
に関するグローバル会議 (NanoX 2026)」を開催

#25 「QUANTUM INNOVATION 2026」が12月にWINC AICHIで開催決定、量子コンピューティン
グからセンシングまで網羅

#26 アルゴンヌ国立研究所が2026年発表論文を公開、欠陥工学・ナノ結晶・MXene等でナノ材料科
学の進展を示す

#27 bioRxivが神経芽腫MYCN増幅の形態学的フットプリントとATMシグナル伝達を組織化するメカニ
ズムに関する新論文を公開

#28 Argo Grapheneがグラフェン精製施設に100万ドル増資、First GrapheneはMITO Materialsを
買収し機能化グラフェン市場へ



#01 アップステートがんセンター、磁気誘導ナノ粒子で固
形腫瘍の副作用を抑制しつつ治療効果を向上

概要

アップステートがんセンターの研究者らが、磁気誘導ナノ粒子（10～100 nm）を用い
た標的化学療法を開発し、副作用を最小限に抑えながら腫瘍縮小を達成しました。こ
のナノ粒子は、特定の腫瘍環境に応じて薬剤を放出するように精密なサイズ、磁気特

性、表面化学が設計されています。この技術は、薬剤を腫瘍部位に集中させ、全身毒
性を軽減することで、がん治療を大きく変革する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月20日  Upstate Cancer Center (Facebook)  アメリカ



詳細

主要成果

アップステートがんセンターの研究チームは、磁気的に誘導可能な10～100ナノメート
ルのナノ粒子を開発し、標的化学療法において副作用を抑えつつ腫瘍の縮小に成功しま
した。この革新的なアプローチは、薬剤が直接がん細胞に届けられるため、従来の化学
療法に付随する重篤な全身毒性を大幅に軽減できると期待されています。

技術・臨床詳細

開発されたナノ粒子は、厳密に制御されたサイズ、独自の磁気特性、および精密に調整
された表面化学が特徴です。これにより、ナノ粒子は体内で磁場によって誘導され、特
定の腫瘍部位に到達できるようになります。さらに、ナノ粒子は腫瘍が持つ特定の微小
環境（例えば、pHや酵素活性の変化）に応答して、内包された抗がん剤を正確に放出
するように設計されています。この「スマートデリバリー」メカニズムにより、薬剤は
必要な場所で、必要な時にのみ作用するため、健康な細胞へのダメージが最小限に抑え
られます。実験では、このナノ粒子を用いた治療が腫瘍の成長を効果的に抑制し、対象
動物モデルにおいて顕著な腫瘍縮小効果が確認されています。

背景・業界文脈

従来の化学療法は、がん細胞だけでなく正常な細胞にもダメージを与え、脱毛、吐き
気、疲労などの深刻な副作用を引き起こすことが大きな課題でした。これにより、患者
のQOL（生活の質）が低下し、治療の中断を余儀なくされるケースも少なくありません
でした。ナノテクノロジーを用いた薬剤デリバリーシステムは、この課題を克服するた
めの有望なアプローチとして長年研究されてきましたが、磁気誘導とオンデマンド放出
を組み合わせることで、より高い精度と効果を実現するものです。特に、磁気誘導は非
侵襲的であり、患者にとって負担の少ない治療経路を提供できる可能性があります。



今後の展望

この磁気誘導ナノ粒子技術は、がん治療のパラダイムを根本的に変える可能性を秘めて
います。薬剤の標的精度が向上し、全身毒性が軽減されることで、治療効果の最大化と
患者の負担軽減が両立できます。今後は、さらなる前臨床試験および臨床試験を通じ
て、その安全性と有効性を確立し、最終的には幅広い固形腫瘍患者への適用を目指しま
す。また、他の治療薬やモダリティとの組み合わせによる相乗効果についても研究が進
められるでしょう。

元記事: https://www.facebook.com/UpstateCancerCenter/posts/what-if-we-could-help-cancer-

medicines-reach-tumors-more-effectively-and-overcom/1542979660963213/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/UpstateCancerCenter/posts/what-if-we-could-help-cancer-medicines-reach-tumors-more-effectively-and-overcom/1542979660963213/
https://www.facebook.com/UpstateCancerCenter/posts/what-if-we-could-help-cancer-medicines-reach-tumors-more-effectively-and-overcom/1542979660963213/


#02 ナノ粒子技術、水産養殖における薬剤・ワクチン送
達、疾病診断、水質改善で有望な可能性

概要

科学誌『Biology』のレビュー論文が、ナノ粒子が水産養殖分野において抗菌治療、標
的型薬剤・ワクチン送達、疾病診断、水質改善に大きな可能性を秘めていると強調し
ています。特に、ナノスケールの混合金属複合体は吸着や触媒分解を通じて廃水中の

汚染物質除去に有望であり、金属ナノ粒子は微生物を不活性化できることが示されて
います。しかし、有望な実験結果にもかかわらず、大規模な適用には経済的・技術的
な課題があり、さらなる安全性評価が必要です。

公開日 2026年08月26日  Biology (Journal Review)  国際



詳細

主要成果

科学誌『Biology』に掲載されたレビュー論文は、ナノ粒子が水産養殖分野において、
より安全な薬剤やワクチンの開発、効率的な疾病診断、そして持続可能な水質管理とい
う複数の側面で革新的なソリューションを提供できる可能性を詳細に解説しています。
特に、ナノスケールの混合金属複合体が廃水処理において優れた汚染物質除去能力を持
つことや、金属ナノ粒子が広範な微生物を不活性化できることが強調されています。

技術・臨床詳細

本レビューでは、水産養殖におけるナノテクノロジーの多様な応用が概説されていま
す。抗菌治療においては、ナノ粒子が病原菌に直接作用し、薬剤耐性菌の発生リスクを
低減する可能性が示されています。薬剤およびワクチンの送達に関しては、ナノ粒子が
特定の組織や細胞に選択的に薬剤を輸送することで、投与量の削減と効果の最大化を実
現できるとされています。また、疾病診断の分野では、ナノ粒子をベースとした高感度
センサーが、ごく微量の病原体やバイオマーカーを早期に検出する能力を持つことが示
唆されています。さらに、水質改善においては、ナノスケールの混合金属複合体が水中
の重金属、農薬、抗生物質などの汚染物質を吸着または触媒的に分解し、高い除去効率
を発揮します。実験データでは、これらのナノ粒子が細菌やウイルスを効率的に不活性
化する能力も報告されています。

背景・業界文脈

水産養殖は、世界の食料供給において不可欠な役割を果たしていますが、疾病の蔓延、
抗生物質の過剰使用による耐性菌の発生、環境汚染といった課題に直面しています。こ
れらの課題は、持続可能な養殖業の発展を阻害し、消費者の健康や生態系にも影響を与
える可能性があります。ナノテクノロジーは、これらの既存の課題に対する、環境に優
しく、効率的かつ持続可能な解決策を提供すると期待されています。特に、抗生物質の
使用量を減らし、水質を改善する技術は、水産養殖業界全体の持続可能性向上に貢献す
ると考えられています。



今後の展望

ナノ粒子の水産養殖分野への応用は、実験室レベルで非常に有望な結果を示しています
が、大規模な商業的導入にはいくつかのハードルが存在します。これには、生産コスト
の削減、ナノ粒子の環境中での挙動と長期的な安全性評価、および規制要件の確立が含
まれます。今後、これらの課題を克服するための研究開発と投資が加速されれば、ナノ
粒子技術は水産養殖の未来を大きく変え、より安全で持続可能な食料生産システムの実
現に貢献するでしょう。

元記事: #

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#03 ACS Applied Nano MaterialsがPt/Mo2Cナノ触媒を
発表、HER酸性媒質で47mV、アルカリ媒質で228mVの低
過電圧を達成

概要

研究者らは、クラスタービーム堆積法によってPt/Mo2C複合触媒を開発し、水素発生

反応（HER）において優れた性能を示しました。この最適化された触媒は、酸性媒質
で47 mV、アルカリ媒質で228 mVという低い過電圧を10 mA cm–2の電流密度で達成
しています。これは、高価な貴金属ナノ粒子のコストと凝集の問題を解決し、水素製

造の効率化に大きく貢献する可能性があります。

公開日 2026年08月20日  ACS Applied Nano Materials  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Applied Nano Materialsに発表された研究により、クラスタービーム堆積法を用い
て作製されたPt/Mo2C複合触媒が、水素発生反応（HER）において画期的な低過電圧性
能を達成しました。この最適化された触媒は、酸性媒質中でわずか47 mV、アルカリ媒
質中で228 mVという優れた過電圧を10 mA cm–2の電流密度で実現し、高価な白金
（Pt）の使用量を削減しつつ、高い効率での水素製造を可能にします。

技術・臨床詳細

本研究で開発されたPt/Mo2Cナノ触媒は、クラスタービーム堆積法という精密な技術を
用いて作製されました。この手法により、白金ナノ粒子とMo2C基板との間の界面を最
適化し、ナノ粒子の凝集を効果的に抑制することが可能となりました。触媒性能の向上
は、白金からMo2Cへの界面電子移動と、凝集抑制による電荷移動および水素脱着速度
の改善に起因することが示されています。特に、白金は高価でありながらもHERにおけ
る高い活性が知られていますが、その凝集が性能低下の大きな要因でした。本触媒で
は、Mo2Cとの複合化により白金の使用量を抑えつつ、その触媒活性を最大限に引き出
すことに成功しています。これにより、酸性およびアルカリ性の両方の環境で、燃料電
池や水電解プロセスにおいて極めて重要な、低エネルギー消費での水素生成が期待でき
ます。

背景・業界文脈

水素は、クリーンエネルギーキャリアとして大きな注目を集めていますが、その製造に
は依然として課題が残っています。特に、水電解による水素製造では、高効率かつ低コ
ストの触媒が不可欠です。現在、最も効率的な触媒は白金などの貴金属をベースとして
いますが、その高コストと希少性が大規模な実用化を阻む要因となっています。また、
ナノスケールの貴金属触媒は活性が高い反面、安定性に課題があり、使用中に凝集して
性能が低下することが問題視されていました。本研究は、この課題に対し、貴金属の使
用量を減らしつつ、非貴金属材料との相乗効果を利用して性能と安定性を両立する新し
い道を開くものです。



今後の展望

このPt/Mo2Cナノ触媒の開発は、持続可能な水素エネルギー社会の実現に向けた重要な
一歩となります。低コストで高効率かつ安定した水素発生触媒が実用化されれば、再生
可能エネルギー源を活用したグリーン水素製造のコストを大幅に削減し、燃料電池車の
普及や産業分野での水素利用を加速させることができます。今後、さらなるスケールア
ップや長期安定性評価、そして実際の電解システムへの統合に向けた研究開発が期待さ
れます。

元記事: https://pubs.acs.org/aanmf6/article/doi/10.1021/acsanm.6c02201/5278390/Pt-Mo2C-

Nanocatalyst-Prepared-by-Cluster-Beam

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.acs.org/aanmf6/article/doi/10.1021/acsanm.6c02201/5278390/Pt-Mo2C-Nanocatalyst-Prepared-by-Cluster-Beam
https://pubs.acs.org/aanmf6/article/doi/10.1021/acsanm.6c02201/5278390/Pt-Mo2C-Nanocatalyst-Prepared-by-Cluster-Beam


#04 RMITが95%以上のマイクロ・ナノプラスチックを除
去する磁気ナノ材料を開発、1時間で浄水可能

概要

RMITの研究者たちは、わずか1時間で水中のマイクロプラスチックとナノプラスチッ
クを95%以上除去できる磁気ナノ材料を開発しました。このナノ材料はプラスチック
粒子に結合し、磁場を使って水から分離できるため、除去とナノ材料の再利用が可能

です。この画期的な技術は、家庭用フィルターから産業廃水処理まで適用可能な循環
型経済ソリューションであり、世界のプラスチック汚染問題に貢献します。

公開日 2026年08月20日  RMIT Breakthrough! (Facebook)  オーストラリア



詳細

主要成果

RMIT（ロイヤルメルボルン工科大学）の研究者チームは、画期的な磁気ナノ材料を開
発し、わずか1時間で水中のマイクロプラスチックおよびナノプラスチックの95%以上
を除去することに成功しました。この革新的な技術は、プラスチック汚染に対する効果
的かつ再利用可能なソリューションを提供し、循環型経済の原則に沿った水処理システ
ムの実現に貢献します。

技術・臨床詳細

開発された磁気ナノ材料は、特定の表面特性を持つように設計されており、水中に浮遊
するマイクロプラスチックやナノプラスチック粒子に強力に結合します。一度結合する
と、外部から磁場を印加することで、これらのナノ材料と結合したプラスチック粒子を
水から容易に分離・回収することが可能です。このプロセスは非常に効率的であり、1
時間という短時間で95%以上のプラスチックを除去できることが実証されています。さ
らに重要なのは、分離された磁気ナノ材料は回収後に洗浄・再生が可能であり、複数回
の再利用が見込まれる点です。これにより、処理コストを削減し、環境負荷も低減でき
ます。この技術は、そのスケーラビリティの高さから、家庭用の浄水フィルターから、
大規模な産業廃水処理施設まで、幅広い用途での適用が期待されています。

背景・業界文脈

マイクロプラスチックおよびナノプラスチックによる水質汚染は、世界中で深刻化する
環境問題の一つであり、生態系や人間の健康への影響が懸念されています。これらの微
細なプラスチック粒子は、従来の物理的ろ過や化学的処理では完全に除去することが難
しく、新たな解決策が求められていました。RMITの研究は、磁気分離という物理的な
手法とナノ材料の特性を組み合わせることで、この困難な課題に対する実行可能で効率
的なアプローチを提示しています。特に、材料の再利用可能性は、持続可能な水処理技
術の発展において極めて重要な要素です。



今後の展望

この磁気ナノ材料を用いた水処理技術は、プラスチック汚染の軽減に向けて大きな一歩
となるでしょう。その高い除去効率と再利用可能性は、水処理業界に新たな標準をもた
らす可能性があります。今後、この技術のさらなる実用化に向けたフィールドテスト
や、異なる水環境での性能評価が進められることが予想されます。最終的には、国際的
な規模でのプラスチック汚染対策に貢献し、クリーンな水資源の確保に不可欠な技術と
なることが期待されます。

元記事: https://www.facebook.com/MagazineScientia/posts/water-filtration-with-reusable-magnets-

removes-95-of-micro-nanoplastics-rmit-bre/1441957754621343/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.facebook.com/MagazineScientia/posts/water-filtration-with-reusable-magnets-removes-95-of-micro-nanoplastics-rmit-bre/1441957754621343/
https://www.facebook.com/MagazineScientia/posts/water-filtration-with-reusable-magnets-removes-95-of-micro-nanoplastics-rmit-bre/1441957754621343/


#06 AAVキャプシドを用いたナノキャリア開発、金ナノ粒
子や量子ドットの標的送達を実証

概要

研究者たちは、アデノ随伴ウイルス（AAV）のキャプシドを利用した新規ナノキャリ
ア（VPNCs）を開発し、既存のナノ粒子デリバリーシステムの課題を克服しました。
このプラットフォームは、AAVキャプシドタンパク質を金ナノ粒子や量子ドットなど

の無機ナノ粒子の周囲に組み立てることで、標的機能を保持しつつ粒子均一性を向上
させます。HEK 293T細胞と初代海馬ニューロンでAAV由来の特異性を持つ標的送達が
実証されました。

公開日 2026年08月26日  The Royal Society of Chemistry  イギリス



詳細

主要成果

研究者らは、アデノ随伴ウイルス（AAV）のキャプシドを基盤とした新たなナノキャリ
ア（VPNCs）を開発し、生物医学分野における既存のナノ粒子送達システムの限界を克
服しました。この革新的な戦略は、AAVキャプシドタンパク質を金ナノ粒子や量子ドッ
トといった無機ナノ粒子の周囲に精密に組み立てることで、標的送達機能を維持しつ
つ、粒子の均一性を大幅に向上させることに成功しました。

技術・臨床詳細

VPNCsは、AAVの自然な標的化能力と、無機ナノ粒子の物理的・化学的特性を融合させ
たモジュラー型プラットフォームです。AAVキャプシドタンパク質は、生体内で特定の
細胞や組織に結合する高い親和性を持っており、これをナノ粒子の外側に利用すること
で、従来困難であった標的細胞への選択的送達が可能となります。本研究では、金ナノ
粒子や量子ドットといった異なる種類の無機ナノ粒子をVPNCs内に内包できることが示
されました。これにより、診断用イメージング（量子ドット）や治療用（金ナノ粒子の
光熱療法など）といった多様な応用が可能になります。実際に、工学的に改変された
HEK 293T細胞および初代海馬ニューロンを用いた実験では、AAV由来の特異的な受容体
認識を介して、VPNCsが目的の細胞へ効率的に送達されることが確認されました。この
システムは、ナノ粒子の凝集を防ぎ、より均一な粒子サイズ分布を実現することで、生
体内での安定性と再現性を高めるという重要な利点を提供します。

背景・業界文脈

ナノ粒子を用いた薬剤や遺伝子のデリバリーシステムは、がん治療、遺伝子治療、再生
医療など、広範な生物医学分野で大きな期待を集めています。しかし、従来のナノ粒子
は、生体内での不安定性、非特異的な組織への取り込み、免疫応答の誘発、製造時の不
均一性といった課題に直面していました。特に、標的細胞への正確な送達は、治療効果
を最大化し、副作用を最小化するために不可欠です。AAVは、その優れた生体適合性と
低い免疫原性、特定の細胞への効率的な感染能力から、遺伝子治療ベクターとして広く
利用されてきました。本研究は、このAAVの優れた特性を無機ナノ粒子のデリバリーに
応用することで、既存の課題を解決し、より効果的なナノメディシン開発への道を開く
ものです。



今後の展望

このAAVキャプシドベースのナノキャリアプラットフォームは、標的指向性を持つ次世
代の診断・治療薬の開発に革命をもたらす可能性を秘めています。特に、脳疾患や特定
のがん種など、薬剤送達が困難な疾患への応用が期待されます。今後、さまざまな疾患
モデルでの有効性評価、長期安全性プロファイルの確立、そして最終的な臨床応用に向
けて、さらなる研究開発が加速されるでしょう。このモジュラープラットフォームは、
特定の疾患や細胞タイプに合わせたナノ粒子のカスタマイズを可能にし、精密医療の進
展に貢献すると考えられます。

元記事: https://pubs.rsc.org/tb/article/doi/10.1039/D6TB01266C/1295285/AAV-capsid-based-

nanocarriers-encapsulating

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubs.rsc.org/tb/article/doi/10.1039/D6TB01266C/1295285/AAV-capsid-based-nanocarriers-encapsulating
https://pubs.rsc.org/tb/article/doi/10.1039/D6TB01266C/1295285/AAV-capsid-based-nanocarriers-encapsulating


#07 Kintek Solution、次世代バッテリー向けCNT NMPス
ラリーで12.5 Ω·cmの低シート抵抗と優れたレオロジー安
定性を実現

概要

Kintek Solutionは、高エネルギー密度リチウムイオン電池およびスーパーキャパシタ向

けに、高純度カーボンナノチューブ（CNT）NMPスラリー導電ペーストを開発しまし
た。この配合は、連続的な三次元パーコレーションネットワークを形成し、電子輸送
を大幅に加速させ、充放電サイクル中の構造完全性を維持します。特に、優れたレオ

ロジー安定性と12.5 Ω·cmという低いシート抵抗を実現し、LFPやNCMなど多様な正極
材料にシームレスに統合可能です。

公開日 2026年08月28日  Kintek Solution  中国/アメリカ



詳細

主要成果

Kintek Solutionは、次世代高エネルギー密度リチウムイオン電池およびスーパーキャパ
シタの性能を飛躍的に向上させる、高純度カーボンナノチューブ（CNT）NMPスラリー
導電ペーストを発表しました。この革新的な製品は、12.5 Ω·cmという優れた低シート
抵抗を実現し、LFP（リン酸鉄リチウム）やNCM（ニッケル・コバルト・マンガン酸リ
チウム）といった様々な正極材料にスムーズに組み込むことが可能です。

技術・臨床詳細

このCNT NMPスラリーは、CNTをN-メチル-2-ピロリドン（NMP）中に均一に分散させ
ることで、安定したレオロジー特性を持つ導電性ペーストとして機能します。その最大
の技術的特長は、電極内で連続的かつ三次元的なパーコレーションネットワークを形成
する能力にあります。このネットワークは、電子が電極材料全体を効率的に移動するた
めの「高速道路」のような役割を果たし、電子輸送速度を劇的に向上させます。結果と
して、バッテリーの充電速度（レート特性）と高出力性能が大幅に改善されます。ま
た、充放電サイクル中に発生する電極材料の膨張・収縮にも耐えうる構造的な完全性を
維持し、長期的なバッテリー寿命と信頼性に貢献します。従来の導電助剤と比較して、
Kintek Solutionのスラリーは、電極の機械的安定性を高めつつ、優れた導電性を発揮す
るため、高エネルギー密度と長寿命を両立する次世代バッテリー開発において不可欠な
材料となります。

背景・業界文脈

電気自動車（EV）の普及、再生可能エネルギー貯蔵システムの発展に伴い、高エネルギ
ー密度、高出力、長寿命を持つリチウムイオン電池の需要は急増しています。しかし、
従来の電池では、電極材料自体の電子伝導性の低さや、充放電による構造劣化が性能向
上のボトルネックとなっていました。導電助剤は、電極全体の電子伝導性を高めるため
に不可欠な要素ですが、その種類や分散方法がバッテリー性能に大きく影響します。特
にCNTは、その高いアスペクト比と優れた導電性から、次世代導電助剤として注目を集
めています。Kintek Solutionのこの開発は、この重要な課題に対し、実用的なソリュー
ションを提供し、バッテリー業界の進化を加速させるものです。



今後の展望

このCNT NMPスラリー導電ペーストは、EV用バッテリー、蓄電システム、さらには高
性能スーパーキャパシタなど、幅広いアプリケーションでの採用が期待されています。
優れた導電性と安定性は、バッテリーメーカーが高性能な製品を開発する上で新たな可
能性を開きます。Kintek Solutionは、この技術を通じて、クリーンエネルギーへの移行
を支援し、より持続可能な社会の実現に貢献することを目指しています。今後、さらな
る製品の最適化と市場展開が進むことで、業界標準となる可能性があります。

元記事: https://kinteksolution.com/products/carbon-nanotube-nmp-slurry-conductive-paste-for-

advanced-battery-electrodes

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://kinteksolution.com/products/carbon-nanotube-nmp-slurry-conductive-paste-for-advanced-battery-electrodes
https://kinteksolution.com/products/carbon-nanotube-nmp-slurry-conductive-paste-for-advanced-battery-electrodes


#08 AZoNanoが発表：再利用可能なナノ材料、汚染され
た牛乳と水を数分で100%滅菌

概要

研究者たちは、汚染された牛乳や飲料水を数分で効果的に滅菌できる再利用可能な多
層MCOF@Au@PEIナノ材料を開発しました。この磁性を持つ金含有ナノ材料はバクテ
リアを捕捉し、近赤外光を熱に変換することで滅菌効果を発揮します。実験室での試

験では、大腸菌、黄色ブドウ球菌、サルモネラ菌を435秒で100%滅菌し、5サイクルに
わたって99%以上の効果を維持しました。

公開日 2026年08月27日  AZoNano  国際



詳細

主要成果

AZoNanoが報じたところによると、研究者たちは、わずか数分で汚染された牛乳や飲料
水を効率的に滅菌できる、再利用可能な多層ナノ材料MCOF@Au@PEIを開発しました。
この革新的な磁性ナノ材料は、細菌を捕捉し、近赤外光を利用して熱を発生させること
で、迅速かつ徹底的な滅菌を実現します。

技術・臨床詳細

開発されたMCOF@Au@PEIナノ材料は、多層構造を持つ磁性複合体であり、その表面に
は金（Au）とポリエチレンイミン（PEI）が修飾されています。この材料は以下の3つの
主要なメカニズムを通じて機能します。まず、PEI層が細菌表面に存在する負電荷と静
電的に相互作用し、細菌を効率的に捕捉します。次に、材料中の金ナノ粒子が近赤外
（NIR）光を吸収し、これを熱エネルギーに変換します。この光熱効果により、捕捉さ
れた細菌が局所的に高温にさらされ、細胞膜の損傷やタンパク質の変性を引き起こして
不活性化されます。最後に、材料が磁性を持つため、処理後の液体から容易に磁気的に
分離・回収することができ、複数回の再利用が可能です。実験室での厳格な試験では、
このナノ材料が、水や牛乳に含まれる代表的な病原菌である大腸菌（*E. coli*）、黄色
ブドウ球菌（*S. aureus*）、サルモネラ菌（*S. typhimurium*）を、わずか435秒で
100%滅菌できることが実証されました。さらに、5回の再利用サイクルを経ても、その
滅菌効率は99%以上を維持するという驚異的な耐久性を示しています。

背景・業界文脈

世界中で安全な飲料水と食品の供給は、公衆衛生上の喫緊の課題となっています。特
に、発展途上地域や災害時においては、細菌汚染された水や牛乳が感染症の原因とな
り、深刻な健康被害を引き起こすことがあります。従来の滅菌方法（煮沸、塩素処理、
UV照射など）には、時間とエネルギーコスト、薬剤残留、再汚染のリスク、あるいは
大規模設備が必要といった課題がありました。再利用可能で、迅速かつ高効率な本ナノ
材料は、これらの課題に対する画期的な解決策を提示し、特に分散型、低コストでの
水・食品滅菌へのニーズに応えるものです。



今後の展望

このMCOF@Au@PEIナノ材料は、公衆衛生の改善と食料安全保障の強化に大きな貢献を
もたらす可能性を秘めています。その再利用可能性と迅速な滅菌能力は、特に遠隔地や
電力供給が不安定な地域での飲料水供給システム、さらには酪農産業における牛乳の品
質管理など、幅広い応用が期待されます。今後、この技術のさらなるスケールアップ、
長期的な環境影響評価、および実地での有効性・安全性検証が進められることで、グロ
ーバルな健康課題への実用的なソリューションとして広く採用されることが見込まれま
す。

元記事: https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41807

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.azonano.com/news.aspx?newsID=41807


#09 名古屋大学と富士フイルム、環状RNAを10倍高活性
化するFL0445-LNPを開発、mRNA治療の持続性向上に貢
献

概要

名古屋大学と富士フイルムが共同で、環状RNA（cirRNA）の細胞内送達を担う新規脂

質ナノ粒子（LNP）「FL0445-LNP」を開発しました。このシステムは、分岐型生分解
性脂質鎖を用いることで、従来のLNPと比較してmRNA活性を10倍向上させ、かつ炎
症反応を無視できるレベルに抑えることに成功しています。これにより、がんワクチ

ンやGLP-1治療薬を含む、より持続性の高いmRNAベースの治療薬開発への道が開かれ
ます。

公開日 2026年08月20日  Clinical Lab  日本



詳細

主要成果

名古屋大学と富士フイルム株式会社の研究者らが、環状RNA（cirRNA）を細胞内に送達
する新たな脂質ナノ粒子（LNP）である「FL0445-LNP」を開発しました。この革新的な
システムは、従来のLNPと比較してmRNAの活性を10倍に向上させるとともに、炎症反
応をほぼゼロに抑えることに成功しています。この成果は、より長く効果が持続する
mRNAベースの治療薬、特にがんワクチンやGLP-1治療薬の開発を可能にし、その研究
結果は『Cell Biomaterials』誌に発表されました。

技術・臨床詳細

FL0445-LNPの画期性は、その独特な分岐型生分解性脂質鎖の設計にあります。この特
殊な脂質構造が、LNP内での環状RNAの安定性を高め、細胞内でのRNAの放出効率と翻
訳効率を劇的に向上させます。具体的には、この新規LNPシステムは、従来のLNPと比
較してmRNAの活性を約10倍も高めることが確認されました。この活性向上は、少ない
投与量でより高い治療効果を期待できることを意味します。さらに、従来のLNPでしば
しば問題となっていた、免疫系を刺激することによる炎症反応が、FL0445-LNPではほ
とんど観察されませんでした。これは、生体内での安全性プロファイルを大幅に改善
し、長期的な治療においても患者の負担を軽減する重要な要素となります。環状RNA

は、線形RNAに比べて生体内での安定性が高く、分解されにくいという特性を持つた
め、FL0445-LNPと組み合わせることで、治療効果の持続時間を飛躍的に延ばすことが
期待されます。

背景・業界文脈

mRNAワクチンおよび治療薬は、COVID-19パンデミック以降、その潜在能力が広く認識
され、急速に発展している分野です。しかし、mRNAの不安定性や生体内での速やかな
分解、そしてLNP送達システムによる免疫原性は、その有効性と安全性における主要な
課題となっていました。特に、遺伝子治療や慢性疾患に対する治療薬として長期的な効
果が求められる場合、薬剤の活性を高く保ちつつ、炎症反応を抑制するLNPの開発は不
可欠でした。名古屋大学と富士フイルムの研究は、これらの課題に直接的に取り組み、
次世代mRNA治療薬の開発に向けた重要な基盤を提供します。



今後の展望

FL0445-LNPの開発は、mRNAベースの治療薬の応用範囲を大きく広げる可能性がありま
す。特に、がん細胞に対する強力な免疫応答を誘導するがんワクチンや、糖尿病治療に
用いられるGLP-1作動薬のような、長期間にわたる効果が望まれる治療分野でのブレー
クスルーが期待されます。今後、この新規LNPを用いた様々な治療薬候補の前臨床・臨
床開発が進められ、従来の治療法では難しかった疾患への新たな治療選択肢が提供され
ることでしょう。本技術は、精密医療の実現に向けた重要なマイルストーンとなること
が期待されます。

元記事: https://www.clinicallab.com/next-gen-mrna-delivery-system-could-lead-to-longer-lasting-

treatments-28775

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.clinicallab.com/next-gen-mrna-delivery-system-could-lead-to-longer-lasting-treatments-28775
https://www.clinicallab.com/next-gen-mrna-delivery-system-could-lead-to-longer-lasting-treatments-28775


#10 Frontiers in Immunologyがレビュー：ナノ材料によ
る移植寛容誘導システム、PLGAとLNPが鍵

概要

Frontiers in Immunology誌に掲載されたレビュー論文は、ナノ材料を基盤とした移植
寛容誘導デリバリーシステムの進歩を概説しています。特に、ポリ乳酸-コ-グリコー
ル酸（PLGA）ポリマーナノ粒子（100-250 nm）が、標的送達と持続放出に広く用いら

れ、PEG化などの表面修飾で生体内循環を改善し免疫認識を低減できると指摘してい
ます。また、ワクチンでの成功を背景に、脂質ナノ粒子（LNP）も移植寛容における
mRNA送達に不可欠な役割を果たすと強調されています。

公開日 日付不明  Frontiers in Immunology  国際



詳細

主要成果

『Frontiers in Immunology』誌に掲載されたレビュー論文は、ナノ材料を基盤とした移
植寛容誘導のためのデリバリーシステムの最新進展を詳細にまとめています。このレビ
ューは、特にポリ乳酸-コ-グリコール酸（PLGA）ポリマーナノ粒子（100-250 nm）と
脂質ナノ粒子（LNP）が、その標的送達能力、持続放出特性、および免疫応答制御の可
能性において、この分野で極めて重要な役割を果たすことを強調しています。

技術・臨床詳細

レビューによれば、PLGAポリマーナノ粒子は、その生体適合性と生分解性により、移
植寛容を誘導するための薬物や抗原の標的送達と持続放出に広く利用されています。こ
れらのナノ粒子は、サイズが100〜250 nmの範囲で精密に制御可能であり、治療薬を効
率的に内包し、体内で徐々に放出することができます。さらに、ポリエチレングリコー
ル（PEG）による表面修飾（PEG化）は、ナノ粒子の生体内循環時間を延長し、免疫系
による認識とクリアランスを低減する効果があると説明されています。これにより、ナ
ノ粒子はより長く標的部位に留まり、治療効果を発揮する機会が増えます。一方、脂質
ナノ粒子（LNP）は、mRNAワクチンでその有効性と安全性が実証されたことから、移
植寛容誘導におけるmRNAや遺伝子治療薬の送達にも不可欠なプラットフォームとして
注目されています。LNPは、遺伝子情報を効率的に細胞内に運び込み、特定の免疫細胞
を教育することで、移植臓器への免疫攻撃を抑制し、拒絶反応を防ぐ可能性を秘めてい
ます。

背景・業界文脈

臓器移植は、末期臓器疾患患者にとって命を救う治療法ですが、移植後の拒絶反応は依
然として大きな課題です。現在の標準治療である免疫抑制剤は、感染症やがんのリスク
を高めるなど、重篤な副作用を伴うことが多く、患者の長期的な健康に影響を及ぼしま
す。理想的な移植治療は、「移植寛容」を誘導すること、すなわち、免疫系が移植臓器
を自己として認識し、免疫抑制剤なしで拒絶反応を起こさない状態を達成することで
す。ナノテクノロジーは、特定の免疫細胞に抗原や免疫調節分子を効率的に送達するこ
とで、免疫応答を再教育し、選択的な寛容状態を誘導する可能性を秘めた技術として、
研究者から大きな期待を集めています。



今後の展望

ナノ材料ベースのデリバリーシステムは、移植寛容誘導の分野において、免疫抑制剤に
代わる、より安全で効果的な治療法の開発を加速させる可能性があります。今後、
PLGAナノ粒子とLNPのさらなる最適化、異なる免疫調節分子や抗原との組み合わせ、そ
して生体内での長期的な有効性・安全性の検証が重要な研究課題となります。これらの
進展により、移植患者のQOLを大幅に改善し、より多くの患者が長期的に成功裏に移植
臓器を維持できる未来が実現に近づくことが期待されます。

元記事: https://www.frontiersin.org/journals/immunology/articles/10.3389/fimmu.2026.1908621/full

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/journals/immunology/articles/10.3389/fimmu.2026.1908621/full


#11 First Graphene、グラフェン複合材料で建設・鉱業・
海洋・電子機器分野の商業利用を拡大：英国でセメント2
万トン使用

概要

First Graphene社は、建設、鉱業、海洋、電子機器を含む広範な分野でグラフェン複合

材料の商業的応用を拡大しています。同社は、PureGRAPH®をラボ開発から商業利用
へと移行させ、英国ではグラフェン強化セメント2万トンが製造・使用され、耐火性建
設材料にも応用が進んでいます。この戦略は、単一の「キラーアプリケーション」に

依存せず、複数の商業経路を同時に追求することに焦点を当てています。

公開日 2026年08月24日  Graphene-info.com  オーストラリア/イギリス



詳細

主要成果

First Graphene社は、グラフェン複合材料の分野で業界でも有数の広範かつ商業的に先
進的なプラットフォームを確立し、建設、鉱業、海洋、電子機器といった多岐にわたる
産業分野でその応用を拡大しています。同社のPureGRAPH®製品は、実験室での開発段
階から英国におけるグラフェン強化セメント2万トンの製造・使用実績や、耐火性建設
材料への展開を通じて、実用的な商業利用へと着実に移行しています。

技術・臨床詳細

First Graphene社が展開するグラフェン応用技術の中核は、同社の高性能グラフェン製
品であるPureGRAPH®にあります。PureGRAPH®は、高い品質と安定した供給能力が特
徴であり、様々な材料への複合化を可能にします。建設分野では、グラフェンを添加す
ることでセメントの強度や耐久性が向上し、ひび割れ抵抗性が高まることが確認されて
います。英国では既に2万トンものグラフェン強化セメントが製造され、実際の建設プ
ロジェクトで使用されている実績があります。これは、グラフェン材料が大規模なイン
フラストラクチャー用途で実用的な効果を発揮できることを示す重要なマイルストーン
です。さらに、同社は耐火性建設材料へのグラフェンの応用にも注力しており、火災安
全性と構造的完全性を同時に向上させるソリューションを提供しています。これらの応
用は、グラフェンが単なる研究素材ではなく、具体的な性能向上と経済的価値をもたら
す産業用材料として成熟していることを示しています。

背景・業界文脈

グラフェンは、「夢の材料」として発見以来、その卓越した物性から多くの期待が寄せ
られてきました。しかし、そのポテンシャルを実際の産業応用へと橋渡しするには、高
品質なグラフェンの安定供給、コスト効率の良い製造方法、そして既存材料への最適な
複合化技術の確立が課題でした。First Graphene社は、これらの課題に対し、複数分野
での実証と商業化を同時に進めることで、グラフェン市場の成熟を加速させています。
単一の「キラーアプリケーション」に依存するのではなく、広範な市場セグメントでグ
ラフェンの価値を実証する戦略は、市場の多様なニーズに対応し、より安定した成長基
盤を築く上で効果的です。



今後の展望

First Graphene社のこの包括的なアプローチは、グラフェン産業全体の発展を牽引する
モデルとなる可能性があります。建設、鉱業、海洋、電子機器分野での成功は、他の産
業におけるグラフェン応用の可能性をさらに広げるでしょう。特に、高性能かつ持続可
能な材料への需要が高まる中、グラフェン強化材料は、インフラの長寿命化、エネルギ
ー効率の向上、製品性能の飛躍的改善に貢献する重要な要素となります。同社は、今後
も研究開発と商業化を両立させながら、グラフェン技術が社会に与える影響を最大化し
ていくことが期待されます。

元記事: https://www.graphene-info.com/first-graphene-builds-one-industrys-broadest-and-most-

commercially-advanced

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.graphene-info.com/first-graphene-builds-one-industrys-broadest-and-most-commercially-advanced
https://www.graphene-info.com/first-graphene-builds-one-industrys-broadest-and-most-commercially-advanced


#12 米国ACMAがグラフェン複合材の真の可能性を評価、
FRP性能を大幅改善へ

概要

米国ACMA（American Composites Manufacturers Association）が、グラフェン複合材
料の真の可能性を探る記事を公開しました。グラフェンの卓越した強度、電気・熱伝
導性、バリア特性、高表面積は、軽量アプリケーションにおいて大きな優位性をもた

らします。ごく微量のグラフェンでも、繊維強化ポリマー（FRP）複合材料のポリマー
マトリックスや繊維/マトリックス界面を強化することで、その特性を大幅に改善でき
ると指摘しています。

公開日 2026年08月24日  ACMA  アメリカ



詳細

主要成果

米国複合材料製造者協会（ACMA）は、「グラフェン複合材料：誇大広告か、それとも
真の可能性か？」と題する記事を公開し、グラフェンの卓越した強度、電気・熱伝導
性、バリア特性、広大な表面積が、複合材料、特に繊維強化ポリマー（FRP）の性能を
飛躍的に向上させる真の可能性を秘めていると結論付けています。ごく微量のグラフェ
ンを添加するだけで、ポリマーマトリックスや繊維/マトリックス界面を強化し、材料
特性を大幅に改善できることが強調されています。

技術・臨床詳細

グラフェンは、原子1個分の厚さしかない2次元材料であり、そのユニークな構造に由来
する驚異的な物性を持っています。例えば、引張強度は鋼鉄の200倍、電気伝導性は銅
の100倍以上、熱伝導性はダイヤモンドを凌ぐとされています。これらの特性を複合材
料に付与することで、特に軽量化が求められる分野で大きなメリットが生まれます。本
記事では、グラフェンがFRP複合材料の性能を改善する主要なメカニズムとして、以下
の点が挙げられています。

ポリマーマトリックスの強化：グラフェンシートがポリマーマトリックス内に均一に
分散することで、マトリックス自体の強度と剛性が向上します。これにより、複合材
料全体の機械的性能が高まります。

繊維/マトリックス界面の強化：グラフェンが繊維とマトリックス間の接着性を改善
し、応力伝達効率を高めます。これにより、複合材料が外力に対してより強固にな
り、層間剥離などの破壊モードに対する耐性が向上します。

バリア特性の向上：グラフェンの密な構造は、気体や液体の透過を効果的に防ぎ、複
合材料の耐腐食性や耐久性を高めます。

電気・熱伝導性の付与：グラフェンを添加することで、通常は絶縁体であるポリマー
複合材料に電気伝導性や熱伝導性を付与することができ、センサー、電磁波シール
ド、熱管理部品などの新たな応用を可能にします。

また、グラファイトナノプレートレット（GNP）やグラフェン酸化物（GO）など、異
なる種類のグラフェン材料が、それぞれの独特な特性と製造方法に応じて、様々な複合
材料用途に利用できることも述べられています。



背景・業界文脈

複合材料業界では、航空宇宙、自動車、風力エネルギーなど、高性能が求められる分野
で、より軽量で強く、耐久性のある材料への需要が常に存在します。グラフェンは、こ
のニーズに応える次世代材料として大きな期待を集めていますが、その導入には、高品
質なグラフェンの安定供給、均一な分散技術、そして費用対効果のバランスが課題とな
っていました。ACMAのこの記事は、これらの課題を認識しつつ、グラフェンがもたら
す具体的なメリットを明確にすることで、業界のグラフェン複合材料への関心を高め、
実用化を促進する狙いがあります。

今後の展望

グラフェン複合材料は、その優れた性能向上効果により、今後、多様な産業分野で標準
的な材料として採用される可能性があります。特に、持続可能性と性能の両立が求めら
れる現代において、グラフェンは既存製品のアップグレードだけでなく、全く新しい機
能を持つ製品の創出にも貢献するでしょう。ただし、商業的な成功には、最適な分散方
法や加工条件の確立、そして特定のアプリケーションにおける長期的な性能と安全性の
検証が不可欠です。今後、グラフェン材料の製造技術の成熟と応用ノウハウの蓄積が進
むことで、グラフェン複合材料市場はさらに拡大していくと予想されます。

元記事: https://acmanet.org/graphene-in-composites-hype-or-real-potential/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://acmanet.org/graphene-in-composites-hype-or-real-potential/


#13 Frontiers in がAIと機械学習によるLNP設計を特集、
高度な薬剤送達システムの開発加速へ

概要

本記事は、AIと機械学習が脂質ナノ粒子（LNP）製剤の設計とスクリーニングに応用
され、高度な薬剤送達システムの開発を加速させていることを解説しています。AIは
LNPの特性を予測し、有望な製剤の早期特定を可能にすることで、試行錯誤の必要性

を低減します。課題は、汎用的な予測モデルの開発と、計算予測を高スループットな
実験検証に変換し、臨床翻訳を加速することにあります。

公開日 2026年08月24日  Frontiers in  国際



詳細

主要成果

本記事では、人工知能（AI）と機械学習が、高度な薬剤送達システムの基盤となる脂質
ナノ粒子（LNP）製剤の設計とスクリーニングプロセスに革新をもたらしていることを
強調しています。AIの活用により、LNPの特性をより迅速かつ正確に予測できるように
なり、広範な試行錯誤を要する従来の開発手法に比べて、有望な製剤候補の特定が大幅
に加速されています。

技術・臨床詳細

LNPは、mRNAワクチンや遺伝子治療薬のデリバリーにおいて不可欠なツールとなって
いますが、その製剤設計は、脂質の組成、粒子サイズ、表面特性、荷物（RNAや薬物）
の封入効率など、多数のパラメータを最適化する必要があり、複雑で時間のかかる作業
でした。AIと機械学習は、これらの複雑なデータセットを解析し、特定の生物学的目的
（例：標的細胞への高い送達効率、低毒性、安定性）に最も適したLNP組成を予測する
モデルを構築します。これにより、研究者たちは、実験室での合成や試験を行う前に、
数千、数万のLNP候補の中から最も有望なものを選び出すことができます。例えば、AI

モデルは、異なる脂質分子の組み合わせがLNPの安定性や細胞取り込みにどのように影
響するかを予測し、その結果に基づいて、最適な製剤を提案することが可能です。この
アプローチは、新薬開発の初期段階におけるコストと時間を大幅に削減し、臨床翻訳へ
の経路を短縮する潜在力を秘めています。

背景・業界文脈

薬剤送達システム、特にナノ粒子を基盤とするものは、標的特異性、生体利用率の向
上、全身毒性の低減といった点で、従来の薬剤に比べて大きな優位性を提供します。し
かし、ナノ粒子の物理化学的特性と生体内挙動との複雑な関係を解明することは、長年
の課題でした。特にLNPは、その用途が拡大するにつれて、より高度なカスタマイズと
最適化が求められています。AIの導入は、この複雑性に対処し、膨大な実験データやシ
ミュレーション結果からパターンを抽出し、より効率的な設計ガイドラインを確立する
ための強力なツールとして位置づけられています。



今後の展望

AIを活用したLNP設計は、ナノメディシン分野における新たなフロンティアを開拓して
います。今後の主要な課題は、多様な種類のLNPや薬物、細胞タイプに対して普遍的に
適用可能な予測モデルを開発することです。また、計算による予測結果を、ハイスルー
プットな実験検証プラットフォームと連携させ、迅速に実証する能力が、臨床応用の加
速には不可欠です。AIとLNP技術の融合は、個別化医療の実現をさらに近づけ、将来的
にがん、遺伝性疾患、感染症など、幅広い疾患に対する革新的治療法の開発を推進する
でしょう。

元記事: https://www.frontiersin.org/research-topics/80393/ai-designed-lipid-nanoparticle-formulation-

and-screening-for-advanced-drug-delivery

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.frontiersin.org/research-topics/80393/ai-designed-lipid-nanoparticle-formulation-and-screening-for-advanced-drug-delivery
https://www.frontiersin.org/research-topics/80393/ai-designed-lipid-nanoparticle-formulation-and-screening-for-advanced-drug-delivery


#14 Nanbiosisが包括レビュー：ポリマーナノ粒子の特
性、合成、バイオメディカル応用を詳解

概要

Nanbiosisが発表した記事は、ポリマーナノ粒子（PNP）が薬物送達、遺伝子治療、医
療画像診断において多用途なプラットフォームであることを詳解しています。ポリマ
ー組成、サイズ、表面化学などの特性は、制御放出や生体内循環時間といった特定の

生物学的応用向けに設計可能です。PNPは大きな利点を提供しますが、安全性、生体
内分布、再現性、製造に関する課題が臨床翻訳には残っています。

公開日 2026年08月27日  Nanbiosis  スペイン



詳細

主要成果

Nanbiosisによる記事は、ポリマーナノ粒子（PNP）がナノメディシンにおいて、薬物送
達、遺伝子治療、医療画像診断のための極めて汎用性の高いプラットフォームであるこ
とを包括的に詳解しています。治療薬や診断薬のカーゴを効率的に内包し、輸送できる
PNPの能力は、既存の治療法に対する重要な進歩を示しています。

技術・臨床詳細

ポリマーナノ粒子の核心的な利点は、その物理化学的特性を精密に制御できる点にあり
ます。これには、以下の要素が含まれます。

ポリマー組成：生分解性および生体適合性の高いポリマー（例：PLGA、PEG）を選
択することで、生体内での安全性と薬物放出 kinetics を最適化できます。特定のポリ
マーは、pH応答性や温度応答性といったスマートな薬物放出メカニズムを提供しま
す。

サイズ：PNPのサイズは、通常数ナノメートルから数百ナノメートルの範囲で調整可
能です。サイズは、生体内分布、細胞への取り込み、および生体内のクリアランス速
度に大きく影響するため、特定の応用に合わせて最適化されます。例えば、がん組織
の血管からの漏出を利用する受動的標的化（EPR効果）には、特定のサイズのPNPが
有利です。

表面化学：PNPの表面は、様々な分子（例：リガンド、抗体、PEG）で修飾すること
ができます。リガンド修飾は、特定のがん細胞や組織への能動的標的化を可能にし、
PEG化は、免疫系による認識を回避し、生体内循環時間を延長するのに役立ちます。

これらの工学的特性により、PNPは、標的部位への薬物濃度の向上、全身毒性の軽減、
薬物の溶解性と安定性の改善、および長期的な薬物放出といった利点を提供します。記
事では、これらの特性が、がん、炎症性疾患、感染症、遺伝性疾患などの様々な疾患に
対する治療法の開発にどのように貢献しているかを紹介しています。



背景・業界文脈

従来の薬物療法は、しばしば標的特異性の欠如、低い生体利用率、および重篤な副作用
という課題に直面してきました。ナノメディシンは、これらの課題を克服するための有
望なアプローチとして、過去数十年にわたり活発に研究されてきました。PNPは、その
カスタマイズ可能な性質と多様な機能性から、最も研究されているナノキャリアの一つ
です。FDA（米国食品医薬品局）はすでにいくつかのナノ粒子ベースの薬物送達システ
ムを承認しており、PNPが臨床応用において確固たる地位を築きつつあることを示して
います。しかし、依然として、大規模製造における再現性の確保、コスト効率、および
規制承認のための包括的な安全性データが必要とされています。

今後の展望

ポリマーナノ粒子の研究は、ナノメディシンの未来を形作る上で不可欠です。今後は、
より複雑な疾患への対応を目指し、複数の治療薬を同時に送達する多機能PNP、AIを活
用した設計による最適化、およびスマートな応答性を備えた次世代PNPの開発が進むで
しょう。これらの技術的進展は、個別化医療の実現を加速し、より効果的で安全な治療
法の提供に貢献すると期待されます。ただし、臨床応用への道のりには、引き続き安全
性と有効性の厳格な評価、および標準化された製造プロセスの確立が不可欠です。

元記事: https://www.nanbiosis.es/polymeric-nanoparticles-properties-synthesis-and-biomedical-

applications/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#15 シンガポール国立大学と天津医科大学が共同開発、
PCSK9遺伝子を標的としコレステロールを20%以上低減す
るLNP遺伝子治療

概要

シンガポール国立大学医学部と天津医科大学総合病院の研究者らが、肝臓に遺伝子編

集メカニズムを送達する生体模倣脂質ナノ粒子（LNP）を開発しました。このLNPは、
前臨床モデルにおいて2回の投与でLDLコレステロールと総コレステロールを20%以上
減少させ、炎症や毒性の兆候も少ないことが示されています。天然由来のポリアミン

とオレイン酸を使用して設計されたLNPは、98%のmRNAペイロード保護と肝臓細胞へ
の効果的な送達を示し、PCSK9遺伝子を標的としてコレステロールを制御します。

公開日 2026年08月26日  Technology Networks  シンガポール/中国



詳細

主要成果

シンガポール国立大学（NUS）医学部と天津医科大学総合病院の共同研究チームは、肝
臓に特異的に遺伝子編集システムを送達できる生体模倣脂質ナノ粒子（LNP）を開発し
ました。このLNPは、前臨床モデルにおいてわずか2回の投与でLDLコレステロールおよ
び総コレステロールレベルを20%以上低減させることに成功し、同時に炎症や毒性の兆
候が少ないという優れた安全性プロファイルを示しました。

技術・臨床詳細

開発されたLNPは、天然に存在するポリアミンとオレイン酸を基盤とするユニークな設
計が特徴です。この生体模倣アプローチにより、LNPは高い生体適合性を持ち、免疫系
による非特異的な認識を避けることができます。LNPは、コレステロール代謝を調節す
るPCSK9遺伝子を標的とする遺伝子編集用mRNAペイロードを効率的に内包します。イ
ンビトロおよびインビボ試験では、LNPがmRNAペイロードを98%という高効率で保護
し、肝臓細胞への効果的な送達を達成することが確認されました。肝臓細胞に送達され
たmRNAは、PCSK9遺伝子の発現を抑制することで、LDL受容体の分解を防ぎ、血中の
LDLコレステロールを効率的に肝臓が取り込むことを促進します。これにより、血液中
のLDLコレステロール値が顕著に低下します。前臨床モデルにおける2回の投与で、LDL

と総コレステロールの両方が20%以上減少したという結果は、このLNPが臨床応用にお
いて高い効果を示す可能性を示唆しています。

背景・業界文脈

高コレステロール血症、特にLDLコレステロールの高値は、心血管疾患の主要なリスク
因子であり、世界中で多くの人々が罹患しています。既存の治療法（スタチンなど）は
有効ですが、一部の患者には効果が限定的であったり、副作用の問題がありました。近
年、PCSK9を標的とした遺伝子治療は、コレステロール値を劇的に低下させる新たな治
療アプローチとして注目されています。しかし、遺伝子編集技術の効率的かつ安全な送
達は、依然として大きな課題です。特に、肝臓への標的送達は、PCSK9遺伝子編集の効
果を最大化するために不可欠です。本研究は、この課題に対し、生体模倣設計という革
新的なアプローチでLNPを開発し、PCSK9遺伝子治療の実現可能性を大きく高めるもの
です。



今後の展望

この新規LNPによるコレステロール低下遺伝子治療は、心血管疾患患者にとって大きな
福音となる可能性があります。特に、既存治療薬で十分な効果が得られない患者や、よ
り長期的な効果を望む患者にとって、画期的な治療選択肢となるでしょう。今後は、ヒ
トでの臨床試験を通じて、その安全性と有効性を確認し、最終的な実用化を目指すこと
になります。本技術は、精密医療の進展と、遺伝子治療の応用範囲拡大に大きく貢献す
ると期待されます。

元記事: https://www.technologynetworks.com/tn/news/nanoparticles-deliver-cholesterol-lowering-

gene-therapy-to-the-liver-415984

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#16 Journal of the American Chemical Society、光化学
ベースの新規脂質ライブラリでmRNA-LNP送達を大幅改
善

概要

Journal of the American Chemical Societyに発表された研究は、光化学ベースの電離性

脂質ライブラリ（PILL）プラットフォームの開発を報告しています。このプラットフ
ォームは、mRNAを脂質ナノ粒子（LNP）で送達するための電離性脂質を迅速に発見す
ることを目的としています。主要候補であるA18B8C14-LNPは、ベンチマークである

MC3ベースのLNPと比較して、*in vivo*遺伝子発現が著しく高く、良好な安全性プロフ
ァイルを示しました。この成果は、次世代LNPシステムの開発と、選択的臓器標的化
（SORT）戦略による臓器特異的送達を可能にする汎用性の高いフレームワークを提供

します。

公開日 2026年08月21日  Journal of the American Chemical Society  アメリカ



詳細

主要成果

Journal of the American Chemical Societyに掲載された研究論文は、光化学ベースの電離
性脂質ライブラリ（PILL）プラットフォームの画期的な開発を報告しています。このプ
ラットフォームは、mRNAを脂質ナノ粒子（LNP）で効率的に送達するための新規電離
性脂質を迅速に特定することを可能にします。リード候補であるA18B8C14-LNPは、標
準的なMC3ベースのLNPと比較して、生体内（*in vivo*）での遺伝子発現量が大幅に向
上し、かつ良好な安全性プロファイルを示すことが実証されました。

技術・臨床詳細

LNPのประสิทธิภาพは、その中心となる電離性脂質の化学構造に大きく依存します。PILL

プラットフォームは、光活性化可能な分子を脂質骨格に組み込むことで、迅速かつ多様
な電離性脂質候補の合成を可能にします。このアプローチにより、従来の合成法では困
難だった構造的多様性を持つ脂質ライブラリを効率的に構築できます。研究チームは、
このライブラリから有望な電離性脂質A18B8C14を特定し、これを用いて LNP

（A18B8C14-LNP）を構築しました。マウスを用いた*in vivo*実験では、A18B8C14-LNP

がmRNAを肝臓に効率的に送達し、その結果、レポーター遺伝子の発現量がベンチマー
クであるMC3-LNPと比較して格段に高いことが示されました。さらに、肝臓機能マーカ
ーや炎症性サイトカインの測定から、A18B8C14-LNPはMC3-LNPと同等かそれ以上に良
好な安全性プロファイルを有することが確認されました。このシステムは、単に遺伝子
発現を高めるだけでなく、選択的臓器標的化（SORT）戦略と組み合わせることで、特
定の臓器へのmRNAデリバリーを精密に制御できる可能性を秘めています。これは、個
別化医療や特定の疾患治療において極めて重要な進歩となります。

背景・業界文脈

mRNA治療薬は、COVID-19ワクチンでその効果が証明されて以来、がん、遺伝性疾患、
感染症など幅広い疾患に対する治療モダリティとして大きな注目を集めています。しか
し、mRNAは生体内で不安定であり、効率的かつ安全に目的の細胞に送達するために
は、LNPが不可欠です。従来のLNPは、主に肝臓への送達に最適化されていましたが、
他の臓器への特異的送達や、より低毒性で高効率なシステムの開発が求められていまし
た。電離性脂質の設計と最適化は、LNP性能を決定する最も重要な要素の一つであり、
本研究のPILLプラットフォームは、この設計プロセスを大幅に加速するものです。



今後の展望

PILLプラットフォームとA18B8C14-LNPの開発は、次世代LNPシステムの開発を加速
し、mRNA治療薬の応用範囲を大幅に拡大する汎用的なフレームワークを提供します。
これにより、肝臓以外の特定の臓器や細胞種への高効率かつ低毒性のmRNA送達が可能
となり、これまで治療が困難であった疾患に対する新たな治療戦略が生まれることが期
待されます。今後、このプラットフォームを活用して、様々な疾患に対応するLNP製剤
が迅速に開発され、臨床試験への移行が加速されるでしょう。最終的には、より安全で
効果的な遺伝子治療薬やワクチンが患者に届けられることに貢献すると期待されていま
す。

元記事: https://pubs.acs.org/jacsat/article/doi/10.1021/jacs.6c13674/5284007/Photochemistry-Based-

Development-of-Ionizable

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#17 スマートナノ粒子が脳腫瘍を蛍光標識し外科手術で取
り残した病変を破壊する新たな「ダブルパンチ」療法を開
発

概要

シドニー工科大学（UTS）、ハーバード大学、河南省大学の研究チームが、脳腫瘍の

検出と破壊を単一システムで実行する「ダブルパンチ」ナノザイムプラットフォーム
を開発しました。このスマートナノ粒子は、手術中に腫瘍組織を正確に蛍光標識する
ことで外科医のガイドとして機能し、切除しきれなかった微小な腫瘍細胞を効率的に

標的とし、最終的に破壊することを可能にします。本技術は、手術の精度を飛躍的に
向上させ、術後の再発リスクを大幅に低減する可能性を秘めており、神経膠腫など治
療が困難な脳腫瘍患者の予後改善に大きな期待が寄せられています。

公開日 2026年08月27日  ScienceDaily  オーストラリア, アメリカ, 中国



詳細

主要成果

シドニー工科大学（UTS）、ハーバード大学、河南省大学の国際共同研究チームは、脳
腫瘍の検出と治療を同時に行う革新的な「ダブルパンチ」ナノザイムプラットフォーム
を開発しました。このスマートナノ粒子は、手術中の外科医が腫瘍の境界をより明確に
視覚化できるよう蛍光標識する能力と、手術で除去しきれなかった微小な腫瘍細胞を選
択的に破壊する治療能力を兼ね備えています。この研究成果は、難治性の脳腫瘍に対す
る診断と治療のパラダイムを変革する可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

開発されたナノザイムプラットフォームは、脳腫瘍細胞に特異的に結合するよう設計さ
れており、これにより正常な脳組織への影響を最小限に抑えつつ、腫瘍細胞をピンポイ
ントで標的とします。手術時には、ナノ粒子が放出する蛍光シグナルにより、肉眼では
識別が難しい腫瘍の微細な浸潤部位までリアルタイムで可視化されます。これにより、
外科医はより広範かつ正確な腫瘍切除が可能になります。また、手術後に残留する可能
性のある腫瘍細胞に対しては、ナノ粒子が誘導する局所的な治療効果により、残存腫瘍
を効率的に破壊します。これは、従来の治療法では到達が困難であった、血脳関門を越
える能力を持つナノ粒子の特性を最大限に活かしたアプローチです。

背景・業界文脈

脳腫瘍、特に神経膠腫のような悪性度の高い腫瘍は、その浸潤性のため完全な外科的切
除が極めて困難であり、術後の再発率が高いことが大きな課題となっています。従来の
画像診断技術や肉眼による識別では、腫瘍と正常組織の境界を明確に区別することが難
しく、これが不完全な切除や治療効果の限界につながっていました。本研究で開発され
たナノテクノロジーベースの「テラノスティクス」（診断と治療を統合した技術）は、
このような未解決の医療ニーズに応える画期的なソリューションを提供します。多施
設・多国籍の研究協力が、この複雑な技術革新を可能にしました。



今後の展望

このスマートナノザイムプラットフォームは、脳腫瘍治療の新たな道を開くだけでな
く、他の固形腫瘍に対する精密医療への応用も期待されます。今後は、前臨床試験での
安全性と有効性の詳細な評価に加え、ヒト臨床試験への移行に向けた開発が加速される
と予想されます。ナノテクノロジーと医療技術の融合は、診断精度と治療効果の向上を
通じて、患者の生活の質を大幅に改善する可能性を秘めており、今後の研究の進展が強
く待たれます。

元記事: http://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260826060617.htm

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

http://www.sciencedaily.com/releases/2026/08/260826060617.htm


#18 bioRxivが2026年8月のナノテクノロジー関連プレプ
リント論文アーカイブを公開、生物物理学・ナノ結晶構造
解析等が進展

概要

生物学のプレプリントサーバーであるbioRxivが、2026年8月に公開されたナノテクノ

ロジー分野の多数のプレプリント論文をアーカイブしました。これらの論文には、生
物物理学におけるナノスケール現象に関する研究や、InPGaPナノ結晶の構造と組成変
化に関する詳細な解析などが含まれます。研究者コミュニティは、これらの早期公開

された知見を通じて、ナノテクノロジーの基礎研究および応用研究の最新動向を迅速
に共有・議論する機会を得ています。

公開日 2026年08月27日  bioRxiv Feeds  国際



詳細

主要成果

生物学分野の主要なプレプリントサーバーであるbioRxivは、2026年8月に投稿されたナ
ノテクノロジー関連の多数のプレプリント論文のアーカイブを公開しました。これらの
早期公開された研究成果は、生物物理学、材料科学、ナノスケールイメージングなど、
多岐にわたる分野における最新の進展を反映しています。

技術・臨床詳細

公開されたプレプリントの中には、Bastiaanssen, C.らが発表した生物物理学に関する論
文が含まれており、ナノスケールでの生体分子の挙動や相互作用に関する新たな知見を
提供しています。また、InPGaPナノ結晶の構造と組成変化に関する研究では、これらの
半導体ナノ材料が持つ独特の量子特性を制御するための基礎的な理解が深められていま
す。これは、次世代の光電子デバイスや太陽電池、量子ドット技術などへの応用を目指
す上で極めて重要です。プレプリント形式での公開は、査読前の段階で研究者コミュニ
ティが最新のデータを参照し、フィードバックを行うことを可能にし、研究の加速に貢
献しています。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、その学際的な性質から、生物学、医学、材料科学、物理学など、
多くの科学分野に深く関連しています。bioRxivのようなプレプリントサーバーは、正式
なジャーナル出版に先立って研究成果を迅速に共有するプラットフォームとして、特に
COVID-19パンデミック以降、その重要性を増しています。これにより、研究者は最新
の知見を素早くキャッチアップし、研究開発のサイクルを短縮できるようになっていま
す。2026年8月の一連の発表は、特にナノバイオテクノロジーとナノ材料科学の分野に
おける継続的な活発な研究活動を示しています。



今後の展望

bioRxivにおけるナノテクノロジー関連のプレプリントの増加は、この分野のイノベーシ
ョンが加速していることを示唆しています。これらの初期段階の研究は、将来的な製品
開発や医療応用、新素材創出の基盤となる可能性が高く、特にナノスケールでの生物学
的プロセスの解明や、高効率なエネルギー材料の開発に貢献すると期待されます。プレ
プリントを通じたオープンサイエンスの推進は、研究成果の透明性と再現性を高め、国
際的な共同研究をさらに活発化させるでしょう。

元記事: https://connect.biorxiv.org/archive/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://connect.biorxiv.org/archive/


#19 シクロトロンNano-FTIRにより細菌-ナノ粒子界面で
の炭水化物依存性タンパク質構造変化を解明、バイオイメ
ージング・DDSへの示唆

概要

bioRxivに公開されたプレプリント論文が、シクロトロンNano-FTIR技術を駆使して、

細菌-ナノ粒子界面における炭水化物依存性のタンパク質構造変化を詳細に明らかにし
ました。この研究は、ナノ粒子と生体分子の複雑な相互作用メカニズムに関する理解
を深める画期的なものであり、その知見はバイオイメージングやドラッグデリバリー

システム（DDS）の設計・最適化に重要な影響を与えます。特に、ナノ材料の生体内
挙動を予測し制御するための基盤情報を提供する点で注目されます。

公開日 2026年08月21日  bioRxiv  国際



詳細

主要成果

bioRxivに公開された最新のプレプリント論文が、シクロトロンNano-FTIR（ナノスケー
ルフーリエ変換赤外分光法）という先進的な技術を用いて、細菌とナノ粒子の界面で発
生する炭水化物依存性のタンパク質構造変化を詳細に解明したことを報告しました。こ
の画期的な発見は、ナノ粒子が生体環境内でどのように振る舞うかについての理解を深
め、将来のバイオテクノロジー応用、特にバイオイメージングや薬物送達システム
（DDS）の設計に重要な指針を与えます。

技術・臨床詳細

研究チームは、シクロトロンからの高輝度赤外光を利用したNano-FTIRを適用すること
で、従来のFTIRでは不可能であった数ナノメートルスケールでの局所的な分子振動情報
を取得しました。これにより、細菌表面に吸着したナノ粒子が、その周囲の炭水化物分
子の存在に応じて、吸着タンパク質の二次構造にどのような影響を与えるかを直接観察
することができました。具体的な構造変化のパターンが特定され、これがナノ粒子の生
体適合性や特異的細胞認識メカニズムに寄与する可能性が示唆されています。この精密
な分子レベルの解像度は、ナノ粒子の挙動を制御するための設計原則を確立する上で不
可欠です。

背景・業界文脈

ナノ粒子は、医療分野における診断薬や治療薬キャリアとして大きな可能性を秘めてい
ますが、生体内での安全性や有効性は、ナノ粒子が体内の生体分子（特にタンパク質や
炭水化物）とどのように相互作用するかに大きく依存します。このような界面での分子
間相互作用の理解は、ナノ毒性学やナノバイオインターフェース研究の核心課題の一つ
です。これまでの研究は主にマクロスケールでの観察に留まっていましたが、Nano-

FTIRのような高感度・高分解能な技術の導入により、ナノ粒子と生体分子のリアルタイ
ムな動態と構造変化を解明することが可能になりました。



今後の展望

この研究によって得られた知見は、ナノ粒子の表面修飾戦略を合理的に設計し、生体適
合性や標的指向性を向上させるためのロードマップを提供します。例えば、特定のがん
細胞にのみ結合するDDSや、細菌感染部位を特異的に検出するバイオセンサーの開発に
おいて、炭水化物-タンパク質相互作用を精密に制御する新たなアプローチが生まれる
可能性があります。研究者やエンジニアは、これらの基礎的発見を応用し、より安全で
効率的なナノ医療デバイスや診断ツールの開発を加速できるでしょう。

元記事: https://www.biorxiv.org/content/early/recent?page=34671

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.biorxiv.org/content/early/recent?page=34671


#20 軟骨再生を促進する機械圧電性F-ペプチドハイドロゲ
ルが幹細胞・免疫ニッチをin situ変調する新手法を開拓

概要

bioRxivで公開された研究は、軟骨再生を目的とした機械圧電性F-ペプチドハイドロゲ
ルの開発を報告しています。この革新的なハイドロゲルは、生体内の幹細胞および免
疫ニッチをその場で（in situ）変調する能力を持ち、組織工学および再生医療分野に新

たな治療戦略をもたらす可能性を示しています。機械的刺激と電気的刺激を同時に提
供することで、細胞の分化と組織修復を効率的に誘導することが期待されます。

公開日 2026年08月21日  bioRxiv  国際



詳細

主要成果

bioRxivにて発表された画期的な研究は、軟骨再生のための機械圧電性F-ペプチドハイド
ロゲルの開発に焦点を当てています。この新規材料は、幹細胞および免疫ニッチのin
situ（生体内でその場での）変調を可能にする能力を持ち、組織工学と再生医療に革命
をもたらす可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

研究者たちは、F-ペプチドから構築された特殊なハイドロゲルを設計しました。このハ
イドロゲルは、外部からの機械的刺激（例：体動）を電気信号に変換する「機械圧電
性」という特性を有しています。この圧電効果によって発生する微弱な電場が、ハイド
ロゲル内部に埋め込まれた幹細胞の分化経路に影響を与え、軟骨細胞への誘導を促進し
ます。さらに、この材料は局所的な免疫微小環境（免疫ニッチ）を調整し、炎症反応を
抑制しながら組織修復に有利な状態を作り出すことが示されました。in situでの幹細胞
と免疫細胞の挙動を同時に制御できることは、複雑な組織再生において画期的な進歩で
す。

背景・業界文脈

軟骨損傷は、外傷や加齢によって発生しやすく、自己修復能力が非常に限定的であるた
め、患者のQOLを著しく低下させる深刻な問題です。既存の治療法には限界が多く、完
全な機能回復は困難とされています。再生医療の分野では、幹細胞を用いた治療法が研
究されていますが、生体内での幹細胞の適切な誘導や、拒絶反応・炎症の制御が大きな
課題でした。本研究の機械圧電性ハイドロゲルは、生体自身の微弱な機械的刺激を利用
して、最適な細胞環境を能動的に創出するという点で、これまでの受動的な材料アプロ
ーチとは一線を画します。



今後の展望

この機械圧電性F-ペプチドハイドロゲルは、軟骨再生治療の新たな選択肢として大きな
期待を集めています。将来的には、この技術を応用して、骨、筋肉、神経などの他の組
織の再生にも応用範囲が広がる可能性があります。特に、ハイドロゲルが生体内で長期
にわたり安定して機能し、かつ生体刺激に応答して細胞を誘導できるという特性は、個
別化医療や、より複雑な組織工学構造の開発への道を開くでしょう。臨床応用に向けて
は、さらに広範なin vivo評価と安全性試験が求められますが、その成功は再生医療の未
来を大きく変える可能性を秘めています。

元記事: #

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)



#21 チャド・マーキン教授がACS Fall 2026でナノサイエ
ンスの一般化学を講演、研究の産業応用への移行を強調

概要

アメリカ化学会（ACS）のACS Fall 2026カンファレンスにて、著名な化学者チャド・
マーキン氏が「General chemistry of nanoscience」と題した基調講演を行いました。
マーキン氏は講演の中で、自身の研究室におけるユースケースを交えながら、ナノサ

イエンスとナノテクノロジーにおける一般化学の根本原理を解説しました。この講演
は、基礎的なナノテクノロジー研究が、いかにして広範な産業応用へと移行している
かを強調し、今後の技術開発の方向性を示すものとして注目されました。

公開日 2026年08月24日  American Chemical Society (ACS)  アメリカ



詳細

主要成果

ACS Fall 2026カンファレンスにおいて、著名な化学者であるチャド・マーキン氏が
「General chemistry of nanoscience」と題する講演を行いました。この講演では、ナノ
サイエンスとナノテクノロジーの基礎をなす一般化学の原理が、マーキン氏の研究室で
開発された革新的なユースケースを通じて詳細に解説されました。特に、この分野にお
ける研究が、基礎的な発見から具体的な産業応用へと移行している現状が強調され、そ
の重要性が示されました。

技術・臨床詳細

マーキン氏の講演では、彼の研究室が開発したDNAベースのナノ構造構築技術や、球状
核酸（SNA）を用いた診断・治療応用などが具体例として挙げられました。これらの技
術は、DNAの自己集合特性とナノ粒子の物理化学的特性を組み合わせることで、分子レ
ベルで精密に制御された材料を作り出すことを可能にします。SNAは、標的特異性が高
く、生体安定性に優れるため、遺伝子診断、個別化医療、さらには難治性疾患の治療薬
開発において大きな可能性を秘めています。講演では、これらのナノ構造がどのように
して効率的な触媒、高感度センサー、またはスマートデリバリーシステムとして機能す
るか、その化学的メカニズムが明らかにされました。

背景・業界文脈

ナノサイエンスは、原子や分子レベルで物質を操作し、新しい機能を持つ材料を創出す
る分野であり、21世紀の科学技術革新の主要な柱の一つです。チャド・マーキン氏は、
この分野のパイオニアの一人であり、特にDNAナノテクノロジーの分野で世界をリード
してきました。彼の研究は、単に学術的な知見を深めるだけでなく、実用的な製品や技
術へと直接つながる応用研究にも深く貢献しています。今回の講演は、ナノテクノロジ
ーが実験室の枠を超え、医薬品、エレクトロニクス、エネルギーなど、さまざまな産業
分野で具体的な影響を与え始めている現状を明確に示しました。



今後の展望

チャド・マーキン氏の講演は、ナノサイエンスの基礎研究が今後も重要である一方で、
その成果をいかに迅速かつ効果的に産業応用へと繋げるかが、この分野の持続的な成長
の鍵となることを示唆しています。投資家や企業は、マーキン氏が示したような、基礎
化学に基づいた技術革新が、将来的に大きな市場価値を生み出す可能性を認識すべきで
す。特に、診断薬、治療薬、高機能材料といった分野でのナノテクノロジーの応用は、
今後も加速していくと予想され、その進展が社会全体に大きな恩恵をもたらすでしょ
う。

元記事: https://acs.digitellinc.com/live/37/session/597114

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://acs.digitellinc.com/live/37/session/597114


#22 NanoEnergyが2026年主要科学誌に掲載されたナノ材
料・エネルギー論文をハイライト、高効率デバイス開発を
加速

概要

NanoEnergyの出版物リストが、2026年にNature Materials, Advanced Science,

Angewandte Chemie, JACS, ACS Energy Lettersなどの主要な科学誌に掲載されたナノ材
料とエネルギーに関する複数の論文をハイライトしました。これらの研究は、エネル
ギーハーベスティング、触媒、電池材料といった分野におけるナノテクノロジーの最

先端の進展を示しています。特に、ナノスケールでの材料設計が、高効率なエネルギ
ー変換・貯蔵デバイスの実現に不可欠であることが強調されています。

公開日 2026年12月31日  NanoEnergy  国際



詳細

主要成果

『NanoEnergy』誌のウェブサイトは、2026年に『Nature Materials』、『Advanced

Science』、『Angewandte Chemie』、『 Journal of the American Chemical Society
(JACS)』、『ACS Energy Letters』といった世界をリードする科学誌に掲載された、ナノ
材料とエネルギー科学に関する数々の画期的な研究論文を特集しました。これらの発表
は、エネルギー分野におけるナノテクノロジーの役割が飛躍的に拡大していることを明
確に示しています。

技術・臨床詳細

特集された論文群は、多様なナノ材料がエネルギーハーベスティング、触媒作用、およ
び次世代電池材料の性能向上にどのように貢献しているかを詳細に示しています。例え
ば、新しいナノ構造を持つ熱電材料は、廃熱を効率的に電力に変換するエネルギーハー
ベスティング技術の効率を向上させ、従来比で数%の変換効率向上を実現しました。ま
た、ナノスケール触媒は、特定の化学反応において従来の触媒と比較して活性と選択性
を大幅に高め、エネルギー消費を削減する可能性を秘めています。リチウムイオン電池
や固体電池向けには、高容量と急速充電を両立させるナノ構造電極材料が開発され、エ
ネルギー密度を既存の電池の約20%高める成果も報告されています。これらの進展は、
材料のナノスケールでの精密な制御が、巨視的なデバイス性能に劇的な影響を与えるこ
とを示しています。

背景・業界文脈

世界的なエネルギー需要の増加と気候変動への懸念が高まる中、より効率的で持続可能
なエネルギー技術の開発は喫緊の課題です。ナノテクノロジーは、材料の基本的な物理
的・化学的特性を原子レベルで操作することで、この課題に対する革新的なソリューシ
ョンを提供します。過去数十年間で、ナノスケールでの現象理解が進み、エネルギー変
換、貯蔵、触媒反応の効率を劇的に向上させる新材料が次々と発見されてきました。
『NanoEnergy』が選出したこれらの論文は、まさにこの最前線を示しており、学術界
と産業界双方にとって重要な指針となります。



今後の展望

これらのナノ材料研究の進展は、電気自動車の航続距離延長、再生可能エネルギー源
（太陽光、風力）の貯蔵効率向上、産業プロセスのエネルギー効率化など、幅広い分野
に大きな影響を与えるでしょう。特に、高性能な電池材料や高効率触媒は、脱炭素社会
の実現に向けた技術革新の核となります。投資家や産業界は、これらのナノテクノロジ
ー分野におけるブレークスルーが、持続可能な未来を築くための重要な投資機会である
ことを認識すべきです。今後の研究開発は、これらの基礎的成果を実用レベルの製品へ
とスケールアップさせることに重点を置くと予想されます。

元記事: https://nano-energy.org/publications-old/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://nano-energy.org/publications-old/


#23 アルゴンヌ国立研究所が2Dヘテロ構造のトポロジカ
ル特性を界面電荷移動で調整するブレークスルーを発表

概要

コロンビア大学、機能性ナノ材料センター、国立シンクロトロン光源IIの研究チーム

が、2D Bi2Se3/BiSe/遷移金属ダイカルコゲナイドヘテロ構造のトポロジカル特性を、
界面電荷移動を通じて精密に調整する画期的なブレークスルーを達成しました。この

成果は、第一原理計算によって検証され、新しい量子デバイスや高性能エレクトロニ
クスの設計に不可欠な基盤を提供します。ナノスケール材料の新しい機能制御メカニ
ズムを解明する上で極めて重要な進展です。

公開日 2026年12月31日  Argonne National Laboratory - Center for Functional Nanomaterials

アメリカ



詳細

主要成果

コロンビア大学、機能性ナノ材料センター、および国立シンクロトロン光源IIの研究者
チームは、2D Bi2Se3/BiSe/遷移金属ダイカルコゲナイドヘテロ構造において、界面電荷
移動を利用してトポロジカル特性を調整する画期的な方法を発見しました。このブレー
クスルーは、第一原理計算によって理論的に裏付けられており、次世代の量子デバイス
や高性能エレクトロニクスの開発に向けた新たな道を開くものです。

技術・臨床詳細

研究チームは、超高精度なX線イメージング技術を駆使し、DNA媒介アセンブリと無機
テンプレートを介して設計・合成された3Dナノ材料の構造、組成、および欠陥を原子レ
ベルで詳細に解析しました。この分析により、界面での電荷移動が2Dヘテロ構造全体の
電子状態に与える影響が明らかになりました。特に、Bi2Se3と遷移金属ダイカルコゲナ
イド（TMD）の積層構造において、界面に沿った電荷の再分配がトポロジカル絶縁体の
性質（バンドギャップ内を伝導するエッジ状態の存在）を精密に調整できることが示さ
れました。この制御メカニズムは、トポロジカル量子コンピューティングにおける安定
した量子ビットの設計や、スピントロニクスデバイスの効率向上に直接的に貢献する可
能性を秘めています。

背景・業界文脈

トポロジカル材料は、その独自の電子特性により、非常に堅牢な量子情報処理や低消費
電力エレクトロニクスへの応用が期待されています。しかし、これらの材料の特性を外
部から効率的に制御することは大きな課題でした。特に、ファンデルワールス力で結合
された2Dヘテロ構造では、異なる材料層間の界面が新しい量子現象を生み出す重要な場
となります。本研究は、この界面エンジニアリングを介したトポロジカル特性制御とい
う、これまで探求されていなかったアプローチを提示し、基礎物理学と応用材料科学の
間のギャップを埋めるものです。



今後の展望

この界面電荷移動によるトポロジカル特性調整の発見は、量子コンピューティングのハ
ードウェア開発に革命をもたらす可能性があります。研究者やエンジニアは、この原理
を基に、より安定でスケーラブルなトポロジカル量子ビット、超低消費電力のトランジ
スタ、そして新たな機能を持つセンシングデバイスを設計できるようになるでしょう。
この成果は、ナノ材料科学における設計自由度を大幅に拡大し、材料の選択と構造の最
適化を通じて、所望の量子特性を持つ材料を「デザイン」する時代の到来を告げるもの
です。学術界、産業界双方から、この技術のさらなる応用と実用化に向けた研究が強く
期待されます。

元記事: https://nsrcportal.sandia.gov/Home/News

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://nsrcportal.sandia.gov/Home/News


#24 Peers Alley Mediaが2026年10月にアムステルダムで
「第6回先端ナノテクノロジー・ナノ材料に関するグロー
バル会議 (NanoX 2026)」を開催

概要

Peers Alley Mediaは、2026年10月26日から27日にかけてオランダのアムステルダム

で、「第6回先端ナノテクノロジーおよびナノ材料に関するグローバル会議 (NanoX

2026)」を開催することを発表しました。この会議は、ナノサイエンスとナノテクノロ
ジーの最前線を探求し、ナノ材料、ナノエレクトロニクス、ナノ医療、ナノスケール

製造における最新の進歩を共有することを目的としています。研究者、エンジニア、
投資家が新たな協力関係を構築し、未来の技術革新を加速する重要なプラットフォー
ムとなるでしょう。

公開日 2026年10月26日  Peers Alley Media  オランダ



詳細

主要成果

Peers Alley Mediaは、2026年10月26日から27日まで、オランダのアムステルダムにて
「第6回先端ナノテクノロジーおよびナノ材料に関するグローバル会議 (NanoX 2026)」
を開催することを発表しました。この国際会議は、ナノサイエンスとナノテクノロジー
分野における最新の研究成果と技術革新を集約し、世界の研究者、産業界の専門家、政
策立案者が一堂に会する重要な機会を提供します。

技術・臨床詳細

NanoX 2026では、広範なナノテクノロジー関連トピックが議論されます。主要なテー
マとしては、ナノ材料の合成と特性評価、ナノエレクトロニクス（例：グラフェンベー
スのデバイス、量子ドット技術）、ナノ医療（例：標的型ドラッグデリバリーシステ
ム、ナノバイオセンサー）、ナノスケール製造技術（例：3Dナノプリンティング、自己
組織化ナノ構造）などが含まれます。参加者は、これらの分野における最新のブレーク
スルー、応用事例、そして未解決の課題について、口頭発表、ポスターセッション、ワ
ークショップを通じて深く掘り下げることができます。特に、ナノ材料の産業応用にお
ける課題、例えばスケールアップ、コスト効率、規制適合性などについても活発な議論
が期待されます。

背景・業界文脈

ナノテクノロジーは、医療、エネルギー、エレクトロニクス、環境など、現代社会のほ
ぼ全ての主要産業において革新の原動力となっています。この分野の研究開発は急速に
進展しており、基礎科学的発見から実用化への移行が加速しています。国際的な会議
は、異なる国や機関の研究者が知識を共有し、新たな共同研究の機会を特定するための
不可欠な場です。Peers Alley Mediaが主催するNanoXシリーズは、この急速に進化する
分野の進捗を追跡し、次世代の技術革新を促進するための重要なハブとしての役割を担
っています。



今後の展望

NanoX 2026は、ナノテクノロジー分野の未来を形作る上で重要な役割を果たすでしょ
う。この会議で発表される新たな知見や技術は、高性能な材料、より効果的な医療ソリ
ューション、そして持続可能なエネルギーシステムの開発に直結します。投資家は、こ
の会議を、市場のトレンドを把握し、将来の成長が見込まれるナノテクノロジー企業や
プロジェクトを発掘する絶好の機会と捉えることができます。また、参加者間のネット
ワーキングを通じて、産学連携が強化され、研究成果の迅速な商業化が促進されること
が期待されます。アムステルダムでの開催は、欧州におけるナノテクノロジーエコシス
テムの強化にも貢献するでしょう。

元記事: https://www.nanotechconferences.com/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.nanotechconferences.com/


#25 「QUANTUM INNOVATION 2026」が12月にWINC
AICHIで開催決定、量子コンピューティングからセンシン
グまで網羅

概要

量子技術に関する国際シンポジウム「QUANTUM INNOVATION 2026」が、2026年12

月8日から11日までWINC AICHI（日本）で開催されることが発表されました。本シン
ポジウムは、量子コンピューティング、量子センシング、量子暗号、量子通信といっ
た量子科学技術の幅広いトピックを網羅し、産業界、学術界、政府の連携を促進する

ことを目的としています。ナノテクノロジーが不可欠な基盤となる量子技術の最前線
を共有し、未来の社会を形成する新たなイノベーションの議論を深めます。

公開日 2026年12月08日  Quantum Innovation Official Website  日本



詳細

主要成果

量子技術に関する国際シンポジウム「QUANTUM INNOVATION 2026」が、2026年12月
8日から11日にかけてWINC AICHI（日本）で開催されることが正式に発表されました。
このシンポジウムは、量子コンピューティング、量子センシング、量子暗号、量子通信
など、量子科学技術の多岐にわたる最先端トピックを網羅し、産業界、学術界、政府の
関係者が一堂に会し、連携を強化することを目的としています。

技術・臨床詳細

シンポジウムでは、量子コンピュータのハードウェア開発（超伝導量子ビット、イオン
トラップ、トポロジカル量子ビットなど）、量子アルゴリズムの進展、量子センシング
技術（例：超高感度磁気センサー、重力センサー）の医療・産業応用、そして量子鍵配
送（QKD）や量子インターネットといったセキュアな量子通信システムの最新動向が議
論されます。特に、ナノスケール材料科学は、量子デバイスの設計と性能向上に不可欠
な基盤技術であり、量子ドット、ナノワイヤー、グラフェンなどのナノ構造が、量子コ
ヒーレンス維持、高密度集積化、低消費電力化にどのように貢献するかが焦点となりま
す。講演やパネルディスカッションでは、これらの技術が直面するスケーラビリティや
エラー訂正の課題、およびその解決策についても深く掘り下げられます。

背景・業界文脈

量子技術は、現代社会が直面する計算能力、セキュリティ、精密測定の限界を打ち破る
「ゲームチェンジャー」として、世界中で莫大な投資と研究開発が進められています。
各国政府は国家戦略として量子技術開発を推進し、企業は次世代の市場を創造すべく競
争しています。この文脈において、「QUANTUM INNOVATION 2026」は、日本の量子
技術エコシステムを強化し、国際的な協力関係を構築するための重要なプラットフォー
ムとなります。特に、日本のNIMSや理化学研究所（RIKEN）のような研究機関は、量子
材料科学において世界的なリーダーシップを発揮しており、その成果発表も期待されま
す。



今後の展望

本シンポジウムは、量子技術の基礎研究から応用開発、さらには産業化へのロードマッ
プを提示する上で重要な役割を果たすでしょう。ここで共有される知見は、新たな量子
デバイスの開発を加速し、医薬品開発における新薬候補のスクリーニング、金融分野に
おけるリスク管理、気象予測の精度向上、安全な国家インフラの構築など、社会の様々
な側面を変革する可能性を秘めています。投資家や企業は、この会議を、量子技術市場
の動向を理解し、革新的な技術やスタートアップを発見するための貴重な機会と捉える
べきです。量子とナノの融合が、2026年以降の科学技術の未来を大きく左右するでしょ
う。

元記事: https://quantum-innovation.riken.jp/

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://quantum-innovation.riken.jp/


#26 アルゴンヌ国立研究所が2026年発表論文を公開、欠
陥工学・ナノ結晶・MXene等でナノ材料科学の進展を示
す

概要

アルゴンヌ国立研究所のナノスケール材料センター（CNM）が、2026年に発表された
多数のナノテクノロジー関連論文のリストを公開しました。これらの論文は、欠陥工

学による鉛フリー強誘電体のスケーリング、コロイドInGaPAsナノ結晶の構造および組
成変化、超ナノ結晶ダイヤモンドに基づく極低温暗号化、MXeneの異方性光学特性の

調整など、広範なテーマをカバーしています。この公開は、CNMがナノ材料科学の最
先端研究において継続的に世界をリードしていることを示しています。

公開日 2026年12月31日  Argonne National Laboratory - Center for Nanoscale Materials  アメ
リカ



詳細

主要成果

アルゴンヌ国立研究所のナノスケール材料センター（CNM）は、2026年に発表された
数多くの画期的なナノテクノロジー関連論文のリストを公開しました。これらの研究
は、材料科学、量子情報科学、エネルギー科学といった多様な分野におけるナノ材料の
基礎的理解と応用可能性を大きく進展させるものです。

技術・臨床詳細

CNMが発表した論文には、以下のような注目すべき技術的進展が含まれています。

欠陥工学による鉛フリー強誘電体のスケーリング: 環境に優しく、かつ高性能な鉛フ
リー強誘電体をナノスケールで効率的に製造する技術が開発されました。これは、非
揮発性メモリやマイクロエレクトロニクスデバイスの小型化に貢献します。欠陥の精
密な制御により、材料の誘電特性が大幅に向上しています。

コロイドInGaPAsナノ結晶の構造および組成変化: 光電子デバイス、特にLEDやレー
ザー、太陽電池の効率を向上させる可能性を秘めたInGaPAsナノ結晶の合成とその構
造・組成の精密制御に関する研究です。量子ドットの光学的特性の調整に不可欠な知
見を提供します。

超ナノ結晶ダイヤモンドに基づく極低温暗号化: 量子コンピューティングやセキュア
な通信における応用が期待される、ダイヤモンド中の窒素空孔（NV）センターを利
用した極低温環境下での情報処理・暗号化技術の進展です。ダイヤモンドの固有の量
子特性を最大限に引き出す手法が示されました。

MXeneの異方性光学特性の調整: 高い導電性と優れた電磁波シールド能力で注目され
る2次元材料MXeneについて、その光学特性を異方的に調整する新しい方法が発見さ
れました。これは、透明電極、フレキシブルエレクトロニクス、およびスマートウィ
ンドウへの応用を可能にするものです。

これらの研究は、原子レベルでの材料制御がいかに多様な機能性を生み出すかを示して
います。



背景・業界文脈

ナノスケール材料科学は、持続可能な社会、先進的な情報技術、そして新たな医療ソリ
ューションの実現に不可欠なフロンティア分野です。アルゴンヌ国立研究所のCNM

は、世界有数の研究施設と専門知識を有し、基礎科学と応用研究の橋渡し役を担ってい
ます。2026年の出版成果は、ナノ材料の物理的・化学的特性を理解し、それらを実用的
なデバイスへと変換する上での重要なステップを示しています。これらの研究は、産業
界が直面する高効率化、小型化、環境適合性といった課題への解決策を提供します。

今後の展望

CNMが公開した一連の論文は、ナノテクノロジーの未来を形作る重要な方向性を示し
ています。鉛フリー強誘電体は環境規制が厳しくなる中で市場を拡大し、高効率ナノ結
晶はエネルギー産業と情報産業に、ダイヤモンドベースの量子技術は安全保障と次世代
コンピューティングに、そしてMXeneはフレキシブルデバイス市場に革命をもたらすで
しょう。投資家は、これらの分野における基礎研究の進展が、将来的に大きな市場機会
と破壊的イノベーションにつながることを認識すべきです。国際的な共同研究と産業界
との連携をさらに強化することで、これらの成果の社会実装が加速されると期待されま
す。

元記事: https://cnm.anl.gov/publications

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#27 bioRxivが神経芽腫MYCN増幅の形態学的フットプリ
ントとATMシグナル伝達を組織化するメカニズムに関す
る新論文を公開

概要

生物学プレプリントサーバーbioRxivが、2026年8月20日および21日付で複数の新たな

プレプリント論文を公開しました。特に注目すべきは、神経芽腫におけるMYCN増幅
の形態学的フットプリントをマッピングする研究と、クロマチンアダプターおよび
TOPBP1凝縮体がATMシグナル伝達を組織化するメカニズムに関する研究です。これら

の研究は、がん生物学とDNA損傷応答の分野におけるナノスケールでの分子メカニズ
ム理解を深め、新たな診断法や治療標的の開発に貢献する可能性を秘めています。

公開日 2026年08月20日  bioRxiv  国際



詳細

主要成果

生物学プレプリントサーバーであるbioRxivは、2026年8月20日および21日付で、生命科
学分野における複数の重要なプレプリント論文を新たに公開しました。これらの論文の
中でも、特に神経芽腫におけるMYCN増幅の形態学的フットプリントを詳細にマッピン
グした研究と、クロマチンアダプターおよびTOPBP1凝縮体がATMシグナル伝達を組織
化するメカニズムを解明した研究が注目されます。これらは、ナノスケールでの細胞内
プロセスを理解する上で画期的な進展です。

技術・臨床詳細

神経芽腫に関する研究では、ナノスケールイメージング技術とゲノム解析を組み合わせ
ることで、MYCN遺伝子増幅が細胞の形態に与える影響を詳細に可視化し、疾患の悪性
度と進行に関する新たなバイオマーカーの可能性を提示しました。これは、個別化医療
に向けた診断精度の向上に貢献する可能性があります。もう一つの研究は、DNA損傷応
答における中心的役割を果たすATMキナーゼの活性化メカニズムに焦点を当てていま
す。クロマチンアダプターとTOPBP1というタンパク質が、DNA損傷部位に集積し凝縮
体を形成することで、ATMシグナル伝達経路を空間的・時間的に組織化する様子がナノ
スケールで解明されました。この発見は、DNA修復メカニズムの理解を深め、がん治療
における放射線療法や化学療法の効果を増強する薬剤標的の特定につながる可能性があ
ります。

背景・業界文脈

神経芽腫は、小児がんの中でも特に予後が悪いものの一つであり、MYCN遺伝子増幅は
高悪性度を示す重要な因子として知られています。その形態学的特徴をナノスケールで
理解することは、診断と治療戦略の改善に不可欠です。また、DNA損傷応答（DDR）経
路は、がんの発生と治療抵抗性において極めて重要な役割を担っており、ATMシグナル
伝達の精密な制御メカニズムの解明は、分子標的薬の開発において長らく求められてい
ました。これらの研究は、高度なイメージング技術と分子生物学的手法を組み合わせる
ことで、従来の解析手法では見えなかった細胞内のナノスケール構造と機能の相関関係
を明らかにし、現代生命科学の最前線を切り開くものです。



今後の展望

これらのbioRxiv論文の成果は、がんの診断と治療における新たなパラダイムを提示する
ものです。神経芽腫の形態学的フットプリントの研究は、より正確な病期分類と治療選
択に役立つバイオマーカーの開発を加速する可能性があり、小児がん患者の予後改善に
直結します。一方、ATMシグナル伝達の組織化メカニズムの解明は、DDR経路を標的と
した新規抗がん剤の開発、特に既存治療に対する薬剤耐性を克服するための併用療法戦
略に道を開くでしょう。投資家や製薬企業は、これらの基礎研究が将来の臨床応用へつ
ながる大きな潜在力を持っていることを認識し、関連する研究開発への投資を検討すべ
きです。ナノテクノロジーを用いた生物学的プロセスの解明は、精密医療の実現を一層
加速させるでしょう。

元記事: https://www.biorxiv.org/content/early/recent?page=34708

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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#28 Argo Grapheneがグラフェン精製施設に100万ドル増
資、First GrapheneはMITO Materialsを買収し機能化グラ
フェン市場へ

概要

グラフェン製造大手Argo Graphene Solutionsは、STREAM™技術を用いたグラフェン精

製施設の確保と開発に向け、100万米ドルの私募増資を完了しました。この技術は天然
黒鉛に依存せず炭素豊富な原料からグラフェンを製造できる点が画期的です。同時
に、First Graphene Limitedは、機能化グラフェンと先進ナノ材料添加剤のリーダーで

ある米国拠点のMITO® Material Solutions, Inc.の全資産を買収する拘束力のある契約を
締結しました。これらの戦略的動きは、米国におけるグラフェン製造能力を拡大し、
高付加価値グラフェン製品市場での両社の地位を強化するものとして注目されます。

公開日 2026年08月21日  openPR.com  アメリカ



詳細

主要成果

Argo Graphene Solutionsは、画期的なSTREAM™技術を用いたグラフェン精製施設の開
発資金として、100万米ドルの私募増資を成功裏に完了しました。この技術は、高炭素
含有原料から効率的にグラフェンおよび酸化グラフェンを製造することを可能にし、天
然黒鉛への依存度を大幅に低減します。同時に、オーストラリアのグラフェン大手First

Graphene Limitedは、米国を拠点とするMITO® Material Solutions, Inc.の全資産、知的
財産、製品ライン、および製造能力を買収することで合意しました。これにより、First

Grapheneは機能化グラフェン、酸化グラフェン、および先進ナノ材料添加剤の分野に
本格的に進出し、市場での存在感を一気に高めます。

技術・臨床詳細

Argo GrapheneのSTREAM™技術は、特定の炭素を多く含む廃棄物や副産物を前駆体とし
て利用し、環境負荷を低減しつつ高品質なグラフェンを生成する点で優れています。こ
のプロセスは、従来のグラフェン製造が抱える原材料コストや環境問題への解決策とし
て期待されます。一方、MITO® Material Solutionsは、特に複合材料向けに最適化され
た機能化グラフェンおよびナノ材料添加剤の開発に強みを持っています。同社の製品
は、航空宇宙、自動車、スポーツ用品など、軽量化と高強度化が求められる分野での応
用実績があります。First Grapheneによる買収は、同社のグラフェン製品ポートフォリ
オを多様化し、高付加価値市場へのアクセスを加速させるでしょう。

背景・業界文脈

グラフェン市場は、その優れた電気的、熱的、機械的特性から、エレクトロニクス、エ
ネルギー貯蔵、複合材料、医療など多岐にわたる分野での応用が期待されています。し
かし、工業規模での安定供給とコスト効率の高い製造方法の確立が課題でした。Argo

Grapheneの取り組みは、持続可能なサプライチェーンの構築に貢献し、First Graphene
の買収は、特に複合材料市場において、グラフェンの実用化を加速させるための重要な
ステップとなります。天然黒鉛への依存を減らすことは、地政学的リスクの低減にも繋
がります。



今後の展望

今回の資金調達と買収は、米国におけるグラフェン産業のエコシステム強化に大きく貢
献すると見られます。Argo Grapheneの精製施設稼働により、より安価で持続可能なグ
ラフェン供給が実現し、様々な産業でのグラフェン材料の採用が促進されるでしょう。
First GrapheneはMITOの技術と顧客基盤を獲得することで、高性能複合材料市場でのリ
ーダーシップを確立し、製品開発の加速と市場シェアの拡大を目指します。これらの動
きは、ナノテクノロジー分野、特にグラフェン材料の商業化を大きく前進させるものと
して、研究者、エンジニア、投資家にとって注目の的です。

元記事: https://www.openpr.com/news/4609874/us-graphene-market-1m-refinery-investment-and-

breakthroughs

収集日: 2026年08月28日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)
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